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●最新情報 ●来場時のお願い
各種最新情報や競技情報は下記に掲載し ます ❶最新の開催情報を 公式サイト で確認

してく ださ い

❷会場内ではスタ ッ フ の案内に従っ て

く ださ い

❸体調がすぐ れない場合は救護所へお

越し く ださ い

❹撮影禁止の表示がある 場所では撮影

でき ません

公式サイト Insta g ram

さ んフェ ア SAG A2 0 2 6

会場全体マッ プ

A  SA G A アリ ーナ

C  ミ ズ ウェ ルビーホール

B  SA G A プラ ザ

D  佐賀女子高等学校
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シャト ルバス

無料シャ ト ルバス の御案内

佐賀駅バスセンタ ー（ BC）

SAG A アリ ーナ⇔佐賀駅 BC

SAG A アリ ーナ⇔佐賀駅 BC

SAG A アリ ーナ⇒ホテルグランデはがく れ
（ 文科省意見交換会・ 全国産業振興大会・ 教育懇談会会場）

佐賀女子高等学校⇔佐賀駅 BC

佐賀女子高等学校⇔佐賀駅 BC

10 月 2 4 日㈯

10 月 2 5 日㈰

SA G A アリ ーナ 佐賀女子高等学校

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

 7 : 3 0  → 7 : 4 5

 8 : 0 5  → 8 : 2 0

 8 : 3 0  → 8 : 4 5

 8 : 4 0  → 8 : 5 5

 9 : 0 5  → 9 : 2 0

 9 :1 0  → 9 : 2 5

 9 : 4 0  → 9 : 5 5

 9 : 4 5  → 1 0 : 0 0

 1 0 : 3 0  → 10 : 4 5

 1 1 : 3 0  → 1 1: 4 5

 12 : 3 0  → 12 : 4 5

 1 3 : 3 0  → 13 : 4 5

 14 : 3 0  → 14 : 4 5

 1 0 : 5 0  → 1 1 : 0 5

 1 1: 5 0  → 12 : 0 5

 12 : 5 0  → 13 : 0 5

 13 : 5 0  → 14 : 0 5

 14 : 5 0  → 15 : 0 5

 15 : 2 0  → 15 : 3 5

 15 : 5 0  → 16 : 0 5

 1 6 : 2 0  → 16 : 3 5

 1 6 : 5 0  → 17 : 0 5

 17 : 2 0  → 17 : 3 5

発
便

発着 着

佐賀駅 BC SAG A アリ ーナSAG A アリ ーナ 佐賀駅 BC→ →

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

 7 : 3 0  → 7 : 4 5

 8 : 0 5  → 8 : 2 0

 8 : 4 5  → 9 : 0 0

 9 : 0 0  → 9 :15

 9 : 2 0  → 9 : 3 5

 1 0 : 0 0  → 10 :15

 1 0 : 3 0  → 10 : 4 5

 1 1 : 0 0  → 1 1 :1 5

 1 1 : 3 0  → 1 1 : 4 5

 12 : 0 0  → 12 : 1 5

 12 : 3 0  → 12 : 4 5

 1 3 : 3 0  → 13 : 4 5

 1 4 : 3 0  → 14 : 4 5

 1 0 : 5 0  → 11 : 0 5

 11: 5 0  → 12 : 0 5

 12 : 5 0  → 13 : 0 5

 13 : 5 0  → 14 : 0 5

 14 : 5 0  → 15 : 0 5

 15 : 2 0  → 15 : 3 5

 15 : 5 0  → 16 : 0 5

 1 6 : 2 0  → 16 : 3 5

 1 6 : 5 0  → 17 : 0 5

 17 : 2 0  → 17 : 3 5

発
便

発着 着

佐賀駅 BC SAG A アリ ーナSAG A アリ ーナ 佐賀駅 BC→ →

1

2

3

13 : 3 0  → 13 : 4 0

15 : 0 0  → 15 :1 0

17 : 0 0  → 17 :1 0

発
便

着

SAG A アリ ーナ グランデはがく れ→

1

2

12 : 0 0  → 12 :15

16 : 0 0  → 16 :15

発
便

発着 着

佐賀駅 BC 佐賀女子高等学校佐賀女子高等学校 佐賀駅 BC→ →

1

2

3

4

 8 : 2 5  → 8 : 4 0

 9 : 4 5  → 10 : 0 0

 12 : 2 5  → 12 : 4 0

10 : 0 5  → 10 : 2 0

12 : 4 5  → 13 : 0 0

14 : 4 5  → 15 : 0 0

発
便

発着 着

佐賀駅 BC 佐賀女子高等学校佐賀女子高等学校 佐賀駅 BC→ →
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会場案内 会場案内

SAG A アリ ーナ 1 階 SAG A アリ ーナ 2 階
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会場案内 会場案内

SAG A プラ ザ ミ ズ ウェ ルビーホール
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挨拶

主催者代表挨拶
第３ ６ 回全国産業教育フェ ア佐賀大会

実行委員会

会 長　 山 田 裕 久

　 第 3 6 回全国産業教育フ ェ ア佐賀大会の開催にあ

たり 、 一言挨拶を 申し 上げます。

　 本日こ こ に、 文部科学省を はじ め、 全国各地か

ら ご臨席を 賜り まし た御来賓の皆様、 御指導・ 御支

援を いただき ま し た関係諸団体の皆様、 そし て 全

国の専門高校や特別支援学校から こ の佐賀の地に

集っ て いただいた生徒の皆さ んを 、 心よ り 歓迎申

し 上げます。

　 全国産業教育フ ェ アは、 平成 3 年の第 1 回大会以

来、 専門高校等で 学ぶ生徒の学習意欲や教育内容

への理解を 高め、 新し い時代に即し た産業教育の

活性化と 振興を 図る 目的で 開催さ れて ま いり ま し

た。 こ れま で 示さ れて き た、 熱き 情熱と 学びの志

を 受け継ぎ、 第 3 6 回大会を こ こ 佐賀県にて盛大に

開催でき ますこ と を 、 大変嬉し く 思っ ており ます。

　 社会のデジ タ ル化や持続可能な 社会への関心が

高ま り 、 産業の現場や私たち の生活様式はこ れま

で にな い大き な 転換期を 迎え て おり ま す。 こ のよ

う に変化が激し く 、 先の予測が難し い時代におい

て 、 地域や社会の新た な 担い手と な る た めには、

自ら 問いを 見出し 、 科学的な 根拠を 持っ て 捉え る

力、 既成概念にと ら われな いし な やかな 発想、 そ

し て 立場を 超え て 多様な 人々と 手を 携え る 実行力

が求めら れており ます。

　 こ う し た中、 第 3 6 回と な り ま す本大会は、「 つ

な げよ う 　 産業のバト ン ！佐賀から 維新を ふたた

び！」 を 大会のキャ ッ チコ ピ ーと し て 開催いたし

ま す。 先端技術を はじ めと する 時代の変化に対応

し た先進的な 視点を 取り 入れる と と も に、 地域の

歴史や文化、 伝統産業と いっ た「 佐賀ら し さ 」 を 随

所に融合さ せ、 その成果と 魅力を 全国へ向けて 発

信し てまいり ます。

　 全国から 参加さ れる 高校生の皆さ んは、 日頃の

学習や研究、 実習において 、 それぞれの課題と 真

摯に向き 合い、 努力を 重ねて こ ら れたこ と と 思い

ま す。 ど う かこ の大会において 、 積み重ねて き た

学習の成果を 存分に発揮し 、 全国の仲間と 互いに

学び合い、 刺激し 合う こ と で 、 将来にわたる 豊か

な 人間関係を 築き 、 新たな 価値を 共に創り 出す人

材と し て 大き く 成長さ れる こ と を 切に願っ て おり

ます。

　 御来場の皆様におかれま し て は、 高校生の熱意

溢れる 発表や作品を ご 覧いただき 、 専門高校等に

おける 産業教育の優れた取組と 、 次代を 担う 若き

才能の可能性を 肌で感じ ていただければ幸いです。

そし て 本大会が、 産業教育のさ ら な る 振興と 発展

に寄与する も のと なるこ と を 期待し ており ます。

　 結びに、 本大会の開催にあたり 、 多大な る 御指

導・ 御支援を 賜り まし た文部科学省、 公益財団法人

産業教育振興中央会を はじ めと する 関係機関・ 団

体、 そし て御協賛・ 御協力を いただき まし た企業の

皆様、 大学、 専修学校等の皆様に心よ り 深く 感謝

を 申し 上げ、 挨拶と いたし ます。

さんフェ ア SA G A 2 0 2 6 の「 佐賀独自の取組」

▶ さんフェ ア SAG A 2 0 2 6 大会メ ダル

▶ ダイジェ スト ムービーの放映

▶ 全国高校生 D I選手権大会 

佐賀県の産業を集約し 、 未来の人材を想う メ ダル
『 有田焼の陶板』 ×『 サガンスギの木枠』 ×『 専門高校生』

佐賀県初開催！

A Iで方言の壁は超えら れるのか！？

総合閉会式ではさんフェ ア SAG A 2 0 2 6 の

総集編ダイジェ スト ムービーを 放映！

＠1 0 /2 5 (日)  1 5： 0 0 ～1 6： 0 0
SAG A アリーナ メ インアリーナ

▶ 生徒による大会中継ロケ隊

生徒実行委員が、各会場の様子や競技の紹介を

Yo uTub eラ イブ で配信！

＠1 0 /2 4（ 土）・ 1 0 /2 5（ 日）
Yo uTub e  Live

＠1 0 /2 4（ 土）

1 3： 0 0 ～1 4： 0 0
ミ ズ ウェ ルビーホール 中ホール

佐賀県陶磁器工業協同組合、 佐賀県立産業技術学院、 佐賀県窯業技術センターなど、

多く の技術と 協力により 生まれた、 佐賀ならではのメ ダルです！

有田焼の陶板 光彩上絵 サガンスギの木枠

各種競技大会の

1 位・ 2 位・ 3 位に授与

木部には、佐賀県が開発し た県産材「 サガン

スギ」を 使用し 、佐賀県立産業技術学院が加

工しました。

中央の陶板には、G X 磁器を 採用し 、絵柄に

は佐賀県窯業技術センターが特許を 有する

「 光彩上絵」を使用しています。

デザインは佐賀県立有田工業高等学校デザ

イン科出身の小松大介氏が担当しました。

メ ダルとリボンの取り 付けを生徒実行委員会

が担います。

半導体製造工程の速さと

正確さ を 競う サーキット

デザインコ ン テスト も 開

催！

＠1 0 /2 5（ 日） 9： 3 0 ～
SAG A アリーナ メ インアリーナ

▶ メ タバース体験

特別支援学校の生徒たちが、

仮想空間上で佐賀のおすすめスポット を

ラ イブ案内！

▶ JA X A 宇宙飛行士 記念講演

テーマ

『 夢への挑戦と 未来を拓く 力
　 　 　 　 -こ れから の産業 -』
JA X A 宇宙飛行士

大西  卓哉 氏

＠1 0 /2 4（ 土）・ 1 0 /2 5 (日)
SAG A アリーナ メ インアリーナ
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日 時｜10 月2 4 日（ 土） 9 : 3 0 ～10 : 3 0

会 場｜SAG A アリ ーナ メ インアリ ーナ

日時｜10 月2 5 日（ 日）15 : 0 0 ～16 : 0 0

会場｜SAG A アリ ーナ メ インアリ ーナ総合開会式 総合閉会式

佐賀から 、 産業のバト ンを 未来へ。
さ んフェ アSAG A 2 0 2 6 の幕開けと なる 総合開会式。

全国から 集まった高校生や来場者を 迎え、佐賀ならではの演出と と も に

2 日間の大会がスタ ート し ます。

つないだバト ンを、 次の舞台へ。
2 日間にわたる「 さんフェ アSAG A 2 0 2 6 」のフィ ナーレ。

大会をつく り 上げた高校生たち の活動を 振り 返り 、佐賀から 次期開催県・ 愛媛へ、

産業教育のバト ンをつなぎます。

1  オープニングアト ラ ク ショ ンⅠ
　 　 佐賀県立伊万里実業高等学校 太鼓部

　 　 佐賀県立佐賀商業高等学校 書道部

1  メ モリ アルアト ラ ク ショ ンⅠ
　 　 全国から 集まった高校生たちの挑戦や交流、会場を彩ったさ まざまな場面のダイジェ スト 映像

3  オープニングアト ラ ク ショ ンⅡ
　 　 佐賀県立佐賀商業高等学校 吹奏楽部

　 　 佐賀県立鳥栖商業高等学校 ダンス部

3  メ モリ アルアト ラ ク ショ ンⅡ
　 　 佐賀県生徒実行委員会｜メ モリ アル

4  閉会宣言
　 　 佐賀県生徒実行委員会委員長 竹中　 悠真

2  開会式典
　（ １ ）開会宣言

　 　 　 　 佐賀県生徒実行委員会副委員長 多良　 　 碧

　（ ２ ）国歌斉唱

　（ ３ ）主催者挨拶

　 　 　 　 第３ ６ 回全国産業教育フ ェ ア佐賀大会実行委員会名誉会長 山口　 祥義

　 　 　 　 第３ ６ 回全国産業教育フ ェ ア佐賀大会実行委員会会長 山田　 裕久

　 　 　 　 文部科学省大臣官房学習基盤審議官 常盤木 祐一

　 　 　 　 佐賀市長 坂井　 英隆

　（ ４ ）祝辞

　 　 　 　 佐賀県議会議長 宮原　 真一

　（ ５ ）歓迎のこ と ば

　 　 　 　 佐賀県生徒実行委員会委員長 竹中　 悠真

　（ ６ ）来賓並びに主催者紹介

　（ ７ ）表彰

　 　 　 　 ①キャ ッ チコ ピーの部

　 　 　 　 　 佐賀県立う れし の特別支援学校 森永　 紘暉

　 　 　 　 ②ポスタ ーの部

　 　 　 　 　 佐賀県立有田工業高等学校 宇藤　 ゆり

　（ ８ ）さ んフ ェ ア紹介

　 　 　 　 佐賀県生徒実行委員会

　（ ９ ）閉式宣言

　 　 　 　 佐賀県生徒実行委員会副委員長 北嶋 蒼一郎

2  閉会式典
　（ １ ）開会宣言

佐賀県生徒実行委員会副委員長 多良　 　 碧

　（ ２ ）主催者挨拶

文部科学省初等中等教育局高等学校振興課長 寺島　 史朗

公益財団法人産業教育振興中央会専務理事 岩井　 　 宏

佐賀県教育委員会教育長 甲斐　 直美　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　（ ３ ）お礼のこ と ば

佐賀県生徒実行委員会副委員長 齊藤　 　 澄

　（ ４ ）大会旗引継ぎ

佐賀県教育委員会から 愛媛県教育委員会へ

　（ ５ ）次期開催県挨拶

愛媛県教育委員会教育長 髙岡　 哲也

愛媛県生徒実行委員会委員長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 近藤 橙和子

　（ ６ ）閉式宣言

佐賀県生徒実行委員会副委員長 北嶋 蒼一郎



5 6

第 3 6 回全国産業教育フェ ア佐賀大会

日時｜1 0 月2 4 日（ 土）1 0 : 3 0 ～1 6 : 0 0

　 　 　 1 0 月2 5 日（ 日）  9 : 3 0 ～1 4 : 3 0

会場｜SAG A アリ ーナ メ イ ンアリ ーナ１ 階

日時｜1 0 月2 4 日（ 土）1 0 : 3 0 ～1 6 : 0 0

　 　 　 1 0 月2 5 日（ 日）  9 : 3 0 ～1 4 : 3 0

会場｜SAG A アリ ーナ メ イ ンアリ ーナ１ 階体験・ 実演・ 県内展示コ ーナー 企業・ 大学ブース等

3 ｜ 商　 業 ・  情　 報

 情報・ そろばん製作体験

　 佐賀県立佐賀商業高等学校

・ ビジネスゲーム「 キャンプ社長」

　 佐賀県立鳥栖商業高等学校

　 佐賀県立唐津商業高等学校

　 佐賀県立伊万里実業高等学校

　 佐賀県立鹿島高等学校

　 佐賀県立白石高等学校

　 学校法人佐賀学園佐賀学園高等学校

　 学校法人佐賀清和学園佐賀清和高等学校

・ eスポーツ体験

　 佐賀県立唐津青翔高等学校

企業・ 大学・ 省庁・ 佐賀県

 １ 麻生専門学校グループ

 ２  学校法人中村産業学園 九州産業大学

 ３  久留米大学

 ４  久留米工業大学

 ５  日本経済大学福岡キャンパス

 ６  農林水産省・ 北海道大学スマート 農業教育拠点

 ７  東京工科大学・ 日本工学院

 ８  職業能力開発大学校・ 職業能力開発短期大学校

  （ ポリテクカレッジ）

 ９  佐賀県立産業技術学院 自動車工学科

1 0  学校法人巨樹の会 武雄看護リハビリテーショ ン学校

1 1  武雄アジア大学

１２  小城羊羹協同組合

１３  大和製罐株式会社

14  自衛隊佐賀地方協力本部

1 5  株式会社ワイビーエム

1 6  株式会社名村造船所

1 7  W o rld Sk il ls. jp

1 8  文部科学省

1 9  株式会社ジーダット

2 0  日本政策金融公庫 国の教育ローン、

  高校生ビジネスプラン・ グランプリのご案内

2 1  IN PIT

2 2  G enCXO Stud io

2 3  SU G IKO

2 4  メ ガソフト 株式会社

2 5  『 命響』プロジェ クト

2 6  デジタル実証フィ ールド さ が

2 7  佐賀県立宇宙科学館 JA X AG A  SCH O O L

5 ｜看　 護

・ 測定コ ーナー ・ 白衣・ ユニフォーム体験 ・ ２ 歳児体験

　 学校法人旭学園佐賀女子高等学校

2 ｜ 工　 業

・ 気分は陶芸家！ろく ろ体験

　 佐賀県立有田工業高等学校

・ オリジナル缶バッ ジをつく ろう！

　 佐賀県立有田工業高等学校

・「 ゆめのはこ 」づく り に挑戦！

　 佐賀県立鳥栖工業高等学校

・３ D プリンタ でオリジナル模型づく り

　 佐賀県立佐賀工業高等学校

・ 鋳造でメ タルキーホルダーづく り

　 佐賀県立佐賀工業高等学校

1 ｜ 農　 業 ・  水　 産

・ 木工体験 2 4 日（ 土）午前

　 佐賀県立伊万里実業高等学校

・ 人工いく ら 製作体験 2 4 日（ 土）午後

　 佐賀県立唐津南高等学校

・ サンド アート 体験 2 5 日（ 日）

　 佐賀県立高志館高等学校

・ キーホルダー・ チャーム制作（ 両日）

　 長崎県立長崎鶴洋高等学校

4 ｜ 家　 庭

・ く るみボタンマグネット 製作

　 佐賀県立唐津南高等学校

・ 組み紐キーホルダー製作

　 佐賀県立唐津南高等学校

・ 佐賀錦の手織り 体験・ し おり 製作

　 佐賀県立牛津高等学校

7 ｜ 総　 合　 　 　 　

・ パネル展示

　 佐賀県立神埼清明高等学校

　 佐賀県立多久高等学校

　 佐賀県立嬉野高等学校嬉野校舎

　 佐賀県立唐津青翔高等学校

6 ｜ 福　 祉　 　

・ 排せつケアを 体験し よう

　 学校法人伊万里学園敬徳高等学校

　 学校法人旭学園佐賀女子高等学校

8 ｜ 特別支援

・ 実 演

 合同カフェ「 Ra inb o w  Ca fé」(両日)

 マッ サージ(両日)、

 清掃技能(2 4 日(土)限定）

・ 体 験

 「 佐賀島SH O W 」体験ツアー(両日) 

 参加者制作（ 2 5 日（ 日）限定）

佐賀県立盲学校、佐賀県立ろう 学校

佐賀県立金立特別支援学校

佐賀県立大和特別支援学校

佐賀県立唐津特別支援学校

佐賀県立鳥栖特別支援学校

佐賀県立伊万里特別支援学校

佐賀県立う れし の特別支援学校

佐賀県立中原特別支援学校

佐賀大学教育学部附属特別支援学校

26
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3 ｜ 商　 業 ・  情　 報

 情報・ そろばん製作体験

　 佐賀県立佐賀商業高等学校

・ ビジネスゲーム「 キャンプ社長」

　 佐賀県立鳥栖商業高等学校

　 佐賀県立唐津商業高等学校

　 佐賀県立伊万里実業高等学校

　 佐賀県立鹿島高等学校

　 佐賀県立白石高等学校

　 学校法人佐賀学園佐賀学園高等学校

　 学校法人佐賀清和学園佐賀清和高等学校

・ eスポーツ体験

　 佐賀県立唐津青翔高等学校

企業・ 大学・ 省庁・ 佐賀県

 １ 麻生専門学校グループ

 ２  学校法人中村産業学園 九州産業大学

 ３  久留米大学

 ４  久留米工業大学

 ５  日本経済大学福岡キャンパス

 ６  農林水産省・ 北海道大学スマート 農業教育拠点

 ７  東京工科大学・ 日本工学院

 ８  職業能力開発大学校・ 職業能力開発短期大学校

  （ ポリテクカレッジ）

 ９  佐賀県立産業技術学院 自動車工学科

1 0  学校法人巨樹の会 武雄看護リハビリテーショ ン学校

1 1  武雄アジア大学

１２  小城羊羹協同組合

１３  大和製罐株式会社

14  自衛隊佐賀地方協力本部

1 5  株式会社ワイビーエム

1 6  株式会社名村造船所

1 7  W o rld Sk il ls. jp

1 8  文部科学省

1 9  株式会社ジーダット

2 0  日本政策金融公庫 国の教育ローン、

  高校生ビジネスプラン・ グランプリ のご案内

2 1  IN PIT

2 2  G enCXO Stud io

2 3  SU G IKO

2 4  メ ガソフト 株式会社

2 5  『 命響』プロジェ クト

2 6  デジタル実証フィ ールド さ が

2 7  佐賀県立宇宙科学館 JA X AG A  SCH O O L

5 ｜看　 護

・ 測定コ ーナー ・ 白衣・ ユニフォーム体験 ・ ２ 歳児体験

　 学校法人旭学園佐賀女子高等学校

2 ｜ 工　 業

・ 気分は陶芸家！ろく ろ体験

　 佐賀県立有田工業高等学校

・ オリジナル缶バッ ジをつく ろう！

　 佐賀県立有田工業高等学校

・「 ゆめのはこ 」づく り に挑戦！

　 佐賀県立鳥栖工業高等学校

・３ D プリンタ でオリジナル模型づく り

　 佐賀県立佐賀工業高等学校

・ 鋳造でメ タルキーホルダーづく り

　 佐賀県立佐賀工業高等学校

1 ｜ 農　 業 ・  水　 産

・ 木工体験 2 4 日（ 土）午前

　 佐賀県立伊万里実業高等学校

・ 人工いく ら 製作体験 2 4 日（ 土）午後

　 佐賀県立唐津南高等学校

・ サンド アート 体験 2 5 日（ 日）

　 佐賀県立高志館高等学校

・ キーホルダー・ チャーム制作（ 両日）

　 長崎県立長崎鶴洋高等学校

4 ｜ 家　 庭

・ く るみボタ ンマグネット 製作

　 佐賀県立唐津南高等学校

・ 組み紐キーホルダー製作

　 佐賀県立唐津南高等学校

・ 佐賀錦の手織り 体験・ し おり 製作

　 佐賀県立牛津高等学校

7 ｜ 総　 合　 　 　 　

・ パネル展示

　 佐賀県立神埼清明高等学校

　 佐賀県立多久高等学校

　 佐賀県立嬉野高等学校嬉野校舎

　 佐賀県立唐津青翔高等学校

6 ｜ 福　 祉　 　

・ 排せつケアを 体験し よう

　 学校法人伊万里学園敬徳高等学校

　 学校法人旭学園佐賀女子高等学校

8 ｜ 特別支援

・ 実 演

 合同カフェ「 Ra inb o w Ca fé」(両日)

 マッ サージ(両日)、

 清掃技能(2 4 日(土)限定）

・ 体 験

 「 佐賀島SH O W 」体験ツアー(両日)  

 参加者制作（ 2 5 日（ 日）限定）

佐賀県立盲学校、佐賀県立ろう 学校

佐賀県立金立特別支援学校

佐賀県立大和特別支援学校

佐賀県立唐津特別支援学校

佐賀県立鳥栖特別支援学校

佐賀県立伊万里特別支援学校

佐賀県立う れし の特別支援学校

佐賀県立中原特別支援学校

佐賀大学教育学部附属特別支援学校

26

27
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第 3 6 回全国産業教育フェ ア佐賀大会

全国高校作品展示

見開き展示マップ

日時｜1 0 月2 ４ 日（ 土）1 0 : 3 0 ～1 6 : 0 0 　 1 0 月2 ５ 日（ 日）  9 : 3 0 ～1 4 : 3 0

会場｜SAG A アリ ーナ ２ 階コ ンコ ース

鹿児島県立鹿児島水産高等学校

学校紹介パネル

16

17

18

19

20

21

北海道小樽水産高等学校・ 北海道函館水産高等学校

北海道厚岸翔洋高等学校

北海道の水産高校紹介・ 透明標本展示等

京都府立海洋高等学校

高校紹介パネル及び実習製品

福岡県立水産高等学校

バリのぬかみそだき・ キャベツサザエの研究・ 骨格標本

長崎県立長崎鶴洋高等学校

ポスタ ー・ 缶詰・ 生徒作品

大分県立海洋科学高等学校

学校紹介パネル・ ミ ニチュアアンカー・ 缶詰

宮崎県立宮崎海洋高等学校

水中ド ローン展示

14
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第 3 6 回全国産業教育フェ ア佐賀大会

さ んフェ ア SAG A ２ ０２６
大会弁当紹介展

日時｜10 月2４ 日（ 土）10 : 3 0 ～16 : 0 0

　 　   1 0 月2５ 日（ 日）  9 : 3 0 ～14 : 3 0

会場｜SAG A アリ ーナ ２ 階　 エント ランスホール

日時｜10 月2 4 日（ 土）１１ :０ ０ ～1３ :０ 0

　 　   1 0 月2 5 日（ 日）１１ :０ ０ ～1３ :０ 0全国高校物産展

販売マップ 大会弁当

お弁当受取場所

１ .SAG A アリ ーナ （ ２ 階 エント ラ ンス 総合受付横）

２ .SAG A プラ ザ（ 1 階入口　 受付横）

３ .ミ ズ ウェ ルビーホール（ １ 階西側入口 エント ラ ンス）

４ .佐賀女子高等学校（ 1 階入口　 受付横）

●予約し たシステムから 印刷いただける「 お弁当引換券」 をお持ちに

なり 、 各日１ １： ０ ０ ～１ ３： ０ ０ の間に指定の場所にてお引換え

く ださ い。

●お弁当容器のゴミ 回収について、 以下の通り と いたし ます。

　 ⃝ 場所： 各会場お弁当ブースにて回収　 ⃝ 時間： 1 2： 0 0 ～ 1 4： 3 0

和洋折衷弁当
佐賀県立牛津高等学校　 生徒考案

中国風弁当 
佐賀県立牛津高等学校　 生徒考案

10 月 2 4 日㈯ 10 月 2 5 日㈰

地区 都道府県 出展校・ 団体 販売内容

北海道 北海道 北海道厚岸翔洋高等学校 サンマ缶詰

北海道 北海道 缶詰

北海道 北海道 北海道函館水産高等学校 鮭缶

関西 大阪府 大阪府立淀商業高等学校 防災パン・ スマホスタ ンド ・ 雑貨・ かるた

中国 山口県 山口県立防府商工高等学校 コ ーヒ ー・ 紅茶・ ク ッ キー・ ド レッ シング等

九州 福岡県 福岡県立大川樟風高等学校 コ ースタ ー・ パスケース等木工作品

九州 福岡県 福岡県立朝倉東高等学校 菓子・ レト ルト 食品等　

九州 熊本県 熊本県立水俣高等学校 ク リ ームシチュ ー

九州 熊本県 熊本県立鹿本商工高等学校 ふり かけ

九州 熊本県 熊本県立熊本商業高等学校 お菓子2種

九州 長崎県 長崎県立佐世保商業高等学校 ド ーナッ ツ　 グミ

九州 長崎県 長崎県立壱岐商業高等学校 菓子・ ふり かけ・ ク リ アフ ァ イル

九州 九州各県 水産部会 缶詰等

九州 佐賀県 家庭部会 ド レッ シング

九州 佐賀県 商業部会 ド レッ シング・ 化粧水・ レト ルト カ レー等

九州 佐賀県 農業部会 梨・ 焼き 菓子・ ジャム等

九州 佐賀県 特別支援部会 野菜・ 焼き 物・ 雑貨等

| 1 日1 , 0 0 0 個限定 |
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第 3 6 回全国産業教育フェ ア佐賀大会

日時｜10 月2 4 日（ 土）12 : 3 0 ～15 : 0 0

　 　  10 月2 5 日（ 日）13 : 0 0 ～14 : 3 0

会場｜SAG A アリ ーナメ インアリ ーナ

日時｜10 月2 4 日（ 土）11: 0 0 ～12 :０ ０

会場｜SAG A アリ ーナ　 メ インアリ ーナ参加・ 交流イベント ファッ ショ ンショ ー

さ んフェ ア SAG A 2 02 6 さ んフェ ア SAG A2 0 2 6

佐賀県生徒実行委員会ステージ

1 0 /2 4（ 土） 三番勝負

・ あさ ぎちゃんVSみきゃんゆるキャラ旗上げ対決!

・ 専門教育博士は私達だ!実行委員対決!

・ 激ムズ!生徒実行委員長クイズ対決!

1 0 /2 5（ 日） ビンゴ大会

ステージスケジュール

   1 0 /2 4（ 土）

1 2： 3 0 ～ 1 3： 0 0 佐賀県生徒実行委員会ステージ①

1 3： 1 0 ～ 1 3： 5 0 どぶろっく 出演

1 4： 0 0 ～ 1 4： 3 0 佐賀県生徒実行委員会ステージ②

1 4： 4 0 ～ 1 5： 0 0 愛媛大会PR①

   1 0 /２５（ 日）

1 3： 0 0 ～ 1 3： 5 0 佐賀県生徒実行委員会ステージ③

1 4： 0 0 ～ 1 4： 3 0 愛媛大会PR②

構　 成
Ⅰ オープニング

Ⅱ 受け継がれる文化 ………… き も のリ メ イ ク 、竹アート コ ラ ボ

Ⅲ 技術が紡ぐ 美 ……………… 佐賀錦アク セサリ ー、ブラ ッ ク ド レス 、ツイ ード スーツ

Ⅳ 色彩が出会う ……………… 染色布のラ イ ブド レーピング（ ジャ ンベ演奏）

Ⅴ 瑞々し い感性 ……………… コ ンテスト 作品

Ⅵ Sp ectrum×SAG A

　 　 　 　 －未来へ輝く 光－…… ブラ ンド 商品企画

Ⅶ フ ィ ナーレ

出演者
佐賀県立牛津高等学校服飾デザイ ン科 他 、 ジャ ンベ部

どぶろっく 出演！
高校生と の夢の共演！

さ んフ ェ ア SAG A2 0 2 6
マスコ ッ ト キャ ラ ク タ ー

「 あさ ぎちゃ ん」

愛媛県イ メ ージアッ プ
キャ ラ ク タ ー

「 みき ゃん」

テーマ

Spectrum ×SAGA
－受け継がれる光、
　 　 響き合う 佐賀の彩り －

一つの光は、

さまざまな 色へと 広がり 、

新たな景色を 描き 出す。

自然、 文化、 技術、 そして創造。

佐賀から 生ま れる 、

それぞれの輝き が響き 合い、

一つのスペクト ルと なる 。
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第 3 6 回全国産業教育フェ ア佐賀大会

日時｜10 月2 4 日（ 土）１１ :０ 0 ～１３ :０ ０

会場｜ミ ズ ウェ ルビーホール イベント ホール意見・ 体験発表

さ んフェ ア SAG A 2 02 6

1 　 次第

　 １ 　 開会行事

　 　 　（ 1 ） 開式のこ と ば　

　 　 　（ 2 ） 挨拶　 文部科学省初等中等教育局　 視学官 西澤　 美彦

　 ２ 　 発　 表　 前半５ 校発表　 休憩　 後半５ 校発表

　 ３ 　 閉会行事

　 　 　（ 1 ） 講　 評 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課

産業教育振興室教科調査官 武内　 徳子

　 　 　（ 2 ） 表彰等 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課

産業教育振興室教科調査官 武内　 徳子

　 　 　（ 3 ） 閉式のこ と ば

２ 　 プログラ ム

３ 　 発表要旨

宮崎の魅力を伝えたいっ ちゃ が　 ～食を通し て気づいた地域の魅力～

宮崎県立宮崎農業高等学校　 食品工学科

３ 年 髙橋 碧

１

　 宮崎の魅力的な食材が身近な人にも 知ら れていない現状に衝撃を受け、「 食を通して宮崎を元気にした

い」 と 活動を開始し た。 宮崎農業高校で食品加工や６ 次産業化について学び、 現在は在学し ながら 自ら

もピザの移動販売車を経営している。 課題研究では生産者の思いを届けるため、 学校の生産物（ 米粉や

日向夏マーマレード など） を取り 入れたピザを 開発し た。 この学びを 活かし 、 リゾート ホテルで特産品を

用いた商品の販売や地域の子供たちを対象としたピザ教室を開催。「 食べる」 だけでなく 、「 体験する」 場

を 提供すること で、 県内外へ宮崎の魅力を 広く 発信し た。 今後も 食と 加工の力で付加価値を 生み出し 、

宮崎と 人をつなぐ 架け橋となる決意を発表する。

社会を支える技術者を目指し て

北海道苫小牧工業高等学校　 情報技術科

３ 年 須藤 雄斗

こ こ でし かでき ない体験を価値に

－体験価値が拓く 持続可能な地域ビジネスの創造－

愛媛県立八幡浜高等学校　 商業科

３ 年 那須 栞奈、 ２ 年 村上 瑠菜、 ２ 年 山本 衣吹、 ２ 年 小野 倫佳

2

3

　 胆振東部地震の夜、 停電と 通信断絶を経験し 、 強い不安の中で「 次は支える側に立ちたい」 と 思った

私は、 フィ ールド エンジニアを志して苫小牧工業高校へ進学し た。 技術者たちが余震の中で命を賭けて復

旧に取り 組んだ事実を 知り、 その思いはさ ら に強まった。 入学後は専門科目の難し さ に苦し みながら も

自ら 考え抜く 力を 身につけ、 電子回路や計測制御を 学んだ。 特にも のづく りコンテスト では、 知識ゼロ

から 仲間と 試行錯誤を重ね、 原因不明の故障にも 諦めず向き合う ことで、 現場での即時対応力を養った。

インターンシップやラジオ出演を 通じて志望は確信に変わり、 私は人々の当たり 前の生活を 支えるフィ ー

ルド エンジニアを目指し 、 こ れからも 成長を続けていく 。

　 八幡浜市で開催さ れる「 ダルメ インW orldマーマレード ア

ワード ＆フェ スティ バル in Jap an」 は、 認知度の低さ や英国

らし さ の不足が課題でした。 そこで私たちは、「 八幡浜の柑橘

文化と 英国のマーマレード 文化を 融合し た体験価値は、 地域

ブランド の向上と 収益につながる」 と 仮説を 立て、 松山大学

や子ども チャレンジ支援機構などと 協働し 、 英国文化と 地域

資源を生かし た体験型コンテンツを企画・ 実践しました。 その

結果、来場者満足度や販売促進、情報発信、収益性が向上し 、

体験価値を 核とし た地域ビジネスモデルの有効性を 実証し ま

し た。 今後も 地域と の協働を深め、 人や価値が循環する仕組

みを構築し 、 八幡浜の魅力を 全国、 そして世界へ発信してい

きます。

No 部門 題目 学校名

1 農業
 宮崎の魅力を 伝えたいっ ちゃ が

 ～食を 通し て気づいた地域の魅力～

 宮崎県立

 宮崎農業高等学校

2 工業  社会を 支える技術者を 目指し て
 北海道

 苫小牧工業高等学校

3 商業
 こ こ でし かでき ない体験を 価値に

 －体験価値が拓く 持続可能な地域ビ ジネスの創造－

 愛媛県立

 八幡浜高等学校

4 水産  水中フ ォ ト の魅力
 愛知県立

 三谷水産高等学校

5 家庭  笑顔がつながる 地域が輝く
 
 石岡第二高等学校

6 看護  言葉の壁を 越えた看護師を 目指し て
 学校法人美萩野学園

 美萩野女子高等学校

7 情報  先延ばし 癖に効果的なアプローチについて
 千葉県立

 柏の葉高等学校

8 福祉  コ スモスが繋いだ笑顔の瞬間
 岡山県立

 倉敷中央高等学校

9 総合
 私たちのキャ リ アプラ ン

 ～総合学科の学びを 活かし て～

 佐賀県立

 唐津青翔高等学校

10 開催県  ジビエの未来を つなぐ 、 僕の第一歩
 佐賀県立

 高志館高等学校
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水中フ ォ ト の魅力

愛知県立三谷水産高等学校　 情報通信科

２ 年 伴 海璃

コ スモスが繋いだ笑顔の瞬間

岡山県立倉敷中央高等学校　 福祉科

3 年 守屋 陽南

笑顔がつながる地域が輝く

茨城県立石岡第二高等学校　 生活デザイ ン科

３ 年 糸賀 笑心 、 ３ 年 中嶋 みなみ

私たちのキャ リ アプラ ン　 ～総合学科の学びを活かし て～

佐賀県立唐津青翔高等学校　 総合学科

２ 年 松本 愛音、 ２ 年 山口 真央

言葉の壁を越えた看護師を目指し て

学校法人美萩野学園　 看護専攻科

１ 年 詫摩 一美

ジビエの未来をつなぐ 、 僕の第一歩

佐賀県立高志館高等学校　 食品流通科

３ 年 中島 龍次郎

先延ばし 癖に効果的なアプローチについて

千葉県立柏の葉高等学校　 情報理数科

２ 年 横田 みずき、 ２ 年 藤井 颯亮、 ２ 年 田中 煌太郎、 ２ 年 澁谷 侑希

4 ８

5 9

6 1 0

7

　 小学生の頃に初めて体験し たダイビングで海の美し さ に魅了さ れ、 高校ではダイビング部に所属して

水中写真に挑戦するよう になり まし た。 海の感動を 形に残し たいと いう 思いから 撮影を 始めまし たが、

当初は思う よう な写真が撮れませんでした。 し かし 、 水中撮影の技術や中性浮力を学び、 試行錯誤を重

ねることで上達していきました。 特に、 珍し い黄色のコ ケギンポを美しく 撮影できた経験は大きな自信と

なりまし た。 フォト コンテスト では入賞できなかったも のの、 結果より も 努力の過程が大切であること を

学びまし た。 今後も 技術を 磨き、 水中写真を通して海の魅力や自然の大切さ を多く の人に伝えていきた

いと 考えています。

　 介護老人保健施設の実習で出会ったＡ さんと の関わり の中で、 その人の「 生活のし やすさ 」 は個人因

子・ 環境因子や健康状態と 相互に作用し あい、 環境因子である介護者の関わり 方が利用者さんの気持ち

や生活にどれほど影響を与えているかが良く 分かった。

　 利用者さん１人ひとり に、 歩んできた人生や価値観がある。 個人因子を 受け止め、 大切にし ながら 、

その方のよりよい人生を一緒に創っていきたい。 Ａ さんの暖かいぬく もりとコ スモスのよう な笑顔は、 私

にとって忘れら れない瞬間となった。 こ れからも 、 ICFの視点を持ち、 その人らし い「 笑顔の瞬間」 を生

み出せる介護福祉士になりたい。

　 私たちは、 地域の課題に目を向け、「 高校生だからできる地域貢献と は何か」 を

考え、 地域・ 行政・ 企業・ 学校と 連携し ながら 学校家庭クラブ活動に取り 組んできま

し た。 自ら 課題を 見つけ、 企画・ 実践・ 検証・ 改善を 繰り 返す中で、 相手の思いに

寄り 添い対話する力、 情報を 活用して課題を 解決する力、 多様な人々と 協働し 新

たな価値を創造する力など、ＡＩ に代替さ れない資質・ 能力を身に付けました。また、

私たちの挑戦は地域の人々の笑顔や新たな関係を 作り 出し 、 地域の活性化にもつ

ながり まし た。 本発表では、 学校家庭クラブ活動を 通して、 私たち生徒一人一人

が主体性と 個性を伸ばし 、 地域とと も に未来を創る力を高めた実践を報告します。

　 私たち唐津青翔生は、 ３ 年間の計画的なキャリ ア教育体制のもと での学びを 通

じて、 実社会で自分たちが生き生きと 輝ける力を 育んでいます。１年次の「 産業教

育と 人間」 の授業と 系列の選択。 ２ 年次のインターンシップを柱とし た「 総合的な

探究の時間」 での活動。 ３ 年次の社会理解を念頭に置いた「 総合的な探究の時間」

と 学習成果発表会。 それら を 時系列に並べ、 私たちの学習の軌跡としてプレゼン

テーショ ンします。

　 私の通う 学校法人美萩野学園美萩野女子高校看護科は、 福岡県北九州市にあり ます。 現在、 北九州

市の総人口は約９ ０ 万人で、 そのう ち在留外国人数は約１万８ 千人と 人口の約２ ％を 占めています。 私

の母親はフィリピン人で日本に来て約４０ 年経つ現在でさ え言葉の壁で苦労していること も 多く あります。

在留外国人患者が安心して医療が受けら れ、 また臨地実習を 通して出会った外国人医療スタッフ の方々

と の出会いを 通して感じ た医療に携わる側も 不安なく 働けるよう に、 架け橋的存在と なれるよう な看護

師を目指して頑張っていきたいです！

　 食品クラブでジビエ肉のおいし さ を 知り、 その背景にある問題に興味を持った。 授業で佐賀県の鳥獣

被害について学び、 捕獲さ れたイノ シシの利用が約一割にとどまっている現状を知った。 そこで私は、 ジ

ビエを多く の人に知ってもら い、 消費を増やすこと が大切だと 考えた。 昨年度は佐賀大学農学部や地元

のパン屋と 協力し 、 イノ シシ肉を 使った「 シシドック２ 号」 を完成さ せた。 販売会では2 9 3 食、 今年5 月

のSAG ATV春フェ スでは1 0 0 食を完売し た。 約2 0 kgのイノ シシ肉を消費につなげること ができた。 こ れ

から も ジビエの魅力を 伝え、 消費を 広げることで、 命を 無駄にせず、 自然と 人が共に生きる地域づく り

につなげていきたい。

　 私たちは、 こ れまでにArduinoを 活用し たシステムの構築やプログラミ ング言語につい

て学んできた。 その知識を 活かし 、 昨年は地域での活動と なる街文化祭に出展し た。 今

回は、 プログラミ ングの技術を 深めるためにアプリ ケーショ ン開発を 行う 。 テーマは、 先

延ばし をしてし まう 人についてである。 先行研究より、 先延ばし をする人の特徴には４ つ

の因子があること が分かっている。 ４ つの因子のう ち、 ２ つの因子にはマイナスな要素が

原因として挙げら れるも のがある。 私たちは、 そのマイナスな因子に効果的なアプローチ

を 模索することで先延ばし 癖を 矯正していこう と 考えている。 具体的には、 効果的な機能

を 組み込んだアプリを 作成し 、 使用してもらう ことで使用前と 使用後の因子の変化につい

て研究する。
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日時｜10 月2 5 日（ 日）９ :３ 0 ～１２ :３ ０

会場｜ミ ズ ウェ ルビーホール イベント ホール作品・ 研究発表

さ んフェ ア SAG A 2 02 6

1 　 次第

　 １ 　 開会行事

　 　 　（ 1 ） 開式のこ と ば　

　 　 　（ 2 ） 挨拶　 　 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課

　 　 産業教育振興室教科調査官 武内　 徳子

　 ２ 　 発　 表　 前半５ 校発表　 休憩　 後半５ 校発表

　 ３ 　 閉会行事

　 　 　（ 1 ） 講評　 　 文部科学省初等中等教育局　 視学官 西澤　 美彦

　 　 　（ 2 ） 表彰等　 文部科学省初等中等教育局　 視学官 西澤　 美彦

　 　 　（ 3 ） 閉式のこ と ば

２ 　 プログラ ム

３ 　 発表要旨

No 部門 題目 学校名

1 農業
「 蜂屋の柿たま」 ３ 年目の挑戦！

～持続可能な畜産を目指し て～

岐阜県立

加茂農林高等学校

2 工業
水中に隠れたミ ク ロな隣人！

～住吉周辺の水中マイク ロプラスチッ ク 調査～

東京都立

科学技術高等学校

3 商業
ゲームで社会課題解決？　

～ 世代間交流と ユニバーサルデザイ ンｅ スポーツ  ～
熊本県立

熊本商業高等学校

4 水産
養殖ワカ メ の食害と 活用 

アメ フ ラ シの摂食量調査と 塩蔵加工・ 販売

長崎県立

長崎鶴洋高等学校

5 家庭
も し も に備える！我が家の防災マニュ アル大作戦 
～食で育む笑顔～

三重県立

明野高等学校

6 看護
危険行動や腰痛によるすり 足歩行がみら れる患者への転倒予防

のための看護援助

学校法人折尾愛真学園

折尾愛真高等学校

7 情報 学習基盤アプリ 　 ～StudySpeedyの提案～
大分県立

情報科学高等学校

8 福祉 地域課題から 考える介護保険の新メ ニュ ー
佐賀県立

神埼清明高等学校

9 総合
「 嬉高生のアシスト ホルダーの製作と 販売」

～福祉 工業 商業で人の役に立つ道具を作る～

佐賀県立

嬉野高等学校

10 開催県
から ふり 　 CHA-CHA-CHA
～唐津の特産物を使って笑顔ふり かけ放題～

佐賀県立

唐津商業高等学校

「 蜂屋の柿たま」 ３ 年目の挑戦！～持続可能な畜産を目指し て～

岐阜県立加茂農林高等学校　 生産科学科

3 年 前田 里杏、 3 年 加地 隆星

１

　 干し 柿製造における副産物をエコフィ ード として取り 組むなかで、 より 付加価値を 高めるため

えごまを 飼料添加し 、 卵中のα-リノレン酸を 強化さ せ、 地域性や機能性を 持たせた「 特殊卵」

の開発を行った。「 堂上蜂屋柿（ G I）」 を管轄するＪＡ めぐみの、 蜂屋柿振興会と 連携を図り 商品

開発に取り 組む。また、みどり の食料システム戦略等の啓発活動や、ふるさと への愛着を担ったメッ

セージカード を作成し 、遂に「 蜂屋の柿たま」が完成し 、「 みんなでつく った」を合言葉に多く の人々

に愛さ れる商品化と 販売に繋げた。

　 更に柿ポリフェノールの影響調査から 、 産卵率、 飼料要求率等に効果が見ら れるとと も に、 糞

中窒素量の減少により 堆肥化における温室効果ガス（ 一酸化二窒素） 抑制にも 期待できると 考

え、 今後の検証により 持続可能な畜産への具現化を図る。

水中に隠れたミ ク ロな隣人！

～住吉周辺の水中マイ ク ロプラ スチッ ク 調査～

　 東京都立科学技術高等学校 科学技術科

　 2 年 鈴木 夏帆、 2 年 荒井 優冴　

ゲームで社会課題解決？ 

～世代間交流と ユニバーサルデザイ ンｅ スポーツ～

熊本県立熊本商業高等学校 商業科・ 会計科・ 情報処理科

3 年 武田 紗奈、 3 年 有馬 梨恋、 3 年 岩永 那月、 3 年 城野 暖斗、

3 年 永野 小陽、 3 年 平原 悠翔、 3 年 松本 和奏、 3 年 秋丸 友佑、

3 年 柿原 悠人、 3 年 藤川 七海

2

3

　 プラスチックは私たちの生活には欠かせないが、 適切に回収・ 管理が不十分な場合、 環境中で

細かなマイクロプラスチックと なり、 生態系への影響が懸念さ れる。 本研究は、 東京都江東区住

吉周辺の日本庭園池および横十間川を対象に、 水中に存在するマイクロプラスチック （ M Ps） の

分布と 由来を 明ら かにすること を 目的とし た。 採水後、 過酸化水素水処理や比重分離を 行い、

顕微鏡観察および赤外分析によってM Psの形状や材質を調べた。 その結果、 両地点から 破片状

および繊維状のM Psが確認さ れた。 今後はサンプル数を 増やし 、 季節や気象条件によるp H や

電気伝導度の影響を含めて、 より 詳細な分析を進める必要がある。

　 身近な社会課題である高齢者の認知症と 子ども の

スマホ依存。 この２ つの社会課題に関わる経済損失は

大きく 、 家計への影響も 深刻であり、 自分の家族にも

起こり う る 課題である。 私たちは、 高齢者の認知症

予防と 子ども のスマホ依存予防のため、 ｅ スポーツと

ボード ゲームのイベント を 企画・ 実施し た。 また、「 年

齢、 障がいの有無を 超えて対等に競争・ 交流できる」

と いう ｅ スポーツの特徴を活かすため、 ユニバーサル・

デザイン・ ｅ スポーツ協会と 共同して、オリジナルのゲー

ムを企画した。
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養殖ワカメ の食害と 活用 ―アメ フラ シの摂食量調査と 塩蔵加工・ 販売―

長崎県立長崎鶴洋高等学校 水産科

3 年 蕪尻 真輝歩、 2 年 町田 千彩輝、 1 年 木村 碧空

地域課題から 考える介護保険の新メ ニュ ー

佐賀県立神埼清明高等学校 総合学科

2 年 久原 瑠翔

も し も に備える！ 我が家の防災マニュ アル大作戦 ～食で育む笑顔～

三重県立明野高等学校 生活教養科

3 年 德永 百花、 ３ 年 下村 莉子

「 嬉高生のアシスト ホルダーの製作と 販売」

 ～福祉×工業×商業で人の役に立つ道具を作る～

佐賀県立嬉野高等学校 総合学科

3 年 村田 美音、 3 年 中園 隆

危険行動や腰痛によるすり 足歩行がみら れる患者への

転倒予防のための看護援助

学校法人折尾愛真学園 折尾愛真高等学校　 看護専攻科

１ 年 深見 陽菜子

から ふり CH A -CH A -CH A

 ～唐津の特産物を使っ て笑顔ふり かけ放題～

佐賀県立唐津商業高等学校 会計科

3 年 石田 萌乃佳、 3 年 吉田 和翔、 3 年 佐伯 莉菜

3 年 佐藤 陵斗、 3 年 園田 結梨、 3 年松岡 怜奈

学習基盤アプリ  ～ Stud ySp eed y の提案～

大分県立情報科学高等学校 デジタ ル創造科

3 年 足立 康太、 3 年 橋本 ルイ 、 3 年 河野 颯斗

3 年 後藤 涼芽、 3 年 髙野 優衣、 3 年 髙橋 未知乃

4 ８

5 9

6

1 0

7

　 養殖ワカメ の葉状部に見ら れる欠損に着目し 、 その原因の一つと 考

えら れるアマク サアメ フラシの食害について研究し た。 アマク サアメ フ

ラ シに養殖ワカメ を 給餌し 、 給餌量と 残餌量から 摂食量を 求めた。 そ

の結果、 アマク サアメ フラシによるワカメ の摂食が確認さ れ、 アマク サ

アメ フラシが養殖ワカメ の食害生物であること が示唆さ れた。 また、 調

査と 並行して養殖したワカメ を塩蔵ワカメ に加工し 、 文化祭で販売実習

を 行った。 食害の実態を 調査するとと も に、 養殖ワカメ の活用に取り

組んだ。

　 私は介護施設に2 0 日間実習に行きました。 その中で、 多く の認知症のある方と 出会いました。 みなさ

ん穏やかに過ごさ れ、 適切なケアが大切だと 実感しました。 同時に、 こ れから の社会福祉には認知機能

の維持向上がとても 重要になると も 感じ まし た。 介護保険制度は、 家族に任さ れていた介護を 社会化す

ること を目的につく ら れました。 市町村が保険者であり、 地域の実態にあった運営ができる仕組みになっ

ています。 介護保険は全国統一の給付ですが、 市町村特別給付と いう 地域の特色に応じた給付をつく る

こと ができ、 全国でも 様々な給付が工夫をこらして実施さ れています。 佐賀市で市町村特別給付を 新設

するのであれば、 どのよう な給付がよいか、 考えたも のを発表します。

　 私は、 災害時でも 家族が安心して生活できるよう 、 防災について研究した。 防災訓練への参加や防災

センターの見学を通して、 災害発生時の行動や日頃の備えの重要性について学んだ。 また、 災害時の食

生活に着目し 、 乾燥野菜を活用したアレルギーフリーのレシピや、 既存の防災食に食材を加える「 足し 算

レシピ」 を 考案し た。 さ ら にレンガかまどと カセット コンロを 用いた調理実験を行い、 それぞれの特徴や

利便性を 比較し た。 加えて、 祖父の熊本地震の体験談を参考に防災マニュアルを 作成し 、 家庭でできる

備えについて考えた。 その結果、 防災は非常食の備蓄だけでなく 、 日頃から の備えや家族での話し 合い

が重要であること がわかった。 今後も「 もし も 」 に備え、 学んだこと を家庭や地域で生かしていきたい。

　 佐賀県立嬉野高等学校の福祉科・ 工業科・ 商業科が連携し 、 高齢者や障がい者

の「 日常の小さ な不便」 を解消する杖ホルダー「 嬉高生のアシスト ホルダー」 を共

同開発・ 商品化した活動報告です。 福祉科が介護実習で得た「 杖が倒れて拾う 際の

転倒リスク 」 と いう 課題をもと に、 工業科が３ Dプリンタ ーを 用いて精密な設計・

改善を 重ねてホルダーを 製作。 商業科が原価計算や魅力がわかり やすく 伝わる構

成のチラシ作成を 担当し まし た。 完成し た製品は高齢者施設や老人福祉施設協議

会にてサンプル配布さ れ、実用性と 使いやすさ から 高い評価と 購入希望を獲得。「 福

祉×工業×商業」 の教科の連携により、 課題解決プロセスの実践と Ｑ ＯＬ 向上に

貢献した事例です。

　 臨地実習で受け持った転倒のリスク が高い高齢患者への看護を 体験し 、 安全な入院生

活を支えるために必要な看護について考えた。 入院前は自立した生活を送っていた高齢患

者も 、 病気や慣れない環境、 治療やリハビリテーショ ンにより 転倒のリスク が高まる。 そこ

で患者の危険行動や身体状況を 把握し 、 転倒の予防のために環境整備やポスターの作成

を実践し た。 その過程から 多く のこと を学べたので報告する。 　
　 課題研究の授業の一環で商品開発やマーケティ ングについて学んでい

ます。 唐津の特産物を 使って、 子どもから 大人まで手に取ってもら える商

品を 開発したいと いう 思いから 「 ふり かけ」 の開発に取り 組みまし た。 唐

津には豊富な水産資源があります。 また、 嬉野に次ぐ 第2 位の茶の生産地

でも あるため、「 魚×お茶」 を使ったふり かけ「 からふり 」 を企画しました。

生産から 販売、 また得た利益をどう 地元唐津に還元するか仕組みづく り を

考え、 外部講師の松尾様やJAからつ様、 有限会社丸洋商会様のご協力の

もと 商品開発に励んでいます。 ぜひ私たちの思いを聞いていただければ嬉

し いです。

　 本校（ 大分県）では、様々な学習支援アプリ（ M icro so ftTeams、

metamo jiclassro om、 百問繚乱CBTなど） を 利用しており、 私

たち の学習環境は小・ 中・ 高になる に連れてデジタル化さ れ、

日々便利に活用しています。 し かし 、 現状、 複数の学習支援ア

プリ に特徴が異なり、 情報が散在しているため情報管理が大変

です。 そのよう な課題に着目し 、 課題解決のために現在取り 組

んでいる「 情報を 一元管理できるアプリ 開発」 についての発表

です。
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第 3 6 回全国産業教育フェ ア佐賀大会

日時｜10 月2 4 日（ 土）１４ :０ 0 ～１５ : 3 0

会場｜ミ ズ ウェ ルビーホール イベント ホール

日時｜10 月2 4 日（ 土）１３ :０ 0 ～１４ :０ ０

会場｜ミ ズ ウェ ルビーホール中ホール文部科学省 高校生意見交換会 JAXA 記念講演

さ んフェ ア SAG A 2 02 6 さ んフェ ア SAG A 2 0 2 6

1 　 概要

　 2 0 4 0 年に向けた「 N -E.X .T.（ ネク スト ） ハイ スク ール構想」 を 踏まえ、 生徒・ 教員が現在の高

校生活を 振り 返り ながら 、「 今の高校に残し たいも の」「 こ れから 変えたいも の」「 未来に向けて新

し く つく り たいも の」 について自由に意見を 出し 合い、「 こ れから の高校」 を 主体的に考える 機会

を創出する。 グラ フ ィ ッ ク レコ ーディ ング等で成果をビジュ アル化し 、展示・ 発信するこ と で「 N -E.

X .T. ハイ スク ール構想」 への理解促進を図る。

２ 　 参加者

九州・ 沖縄地区の改革先導拠点（ 類型１ ） に採択さ れた専門高校の高校生・ 教員 等

※参加人数： 各県より 生徒２ 名及び教員１ 名（ 計 6 グループ程度／ 1 グループ 5 名程度）

※「 SAG A アリ ーナ 1 F メ イ ンアリ ーナ展示ブース」 において、来場者から の意見募集及び意見交換会の 成果物展示を 行う 。

　 　 　 ① 来場者から の意見募集 1 0 月 2 4 日㈯ 1 0 : 3 0 ～ 1 2 : 0 0

　 　 　 ② 意見交換会の成果物展示 1 0 月 2 5 日㈰   9 : 3 0 ～ 1 4 : 3 0

3 　 意見交換プログラ ム

1 　 概要

　 全国の専門高校生や県内中高生、 一般県民を対象と し 、 宇宙飛行士による講演を 通し て「 夢に挑

戦するこ と 」「 科学技術の最前線」 を 学ぶ機会を 提供する。 大会の理念である「 産業教育を 通じ た

次世代へのバト ンの継承」 と 結びつけ、 未来の進路選択や産業人材育成に資するこ と を目的と し て

開催する。

２ 　 講演テーマ

「 夢への挑戦と 未来を拓く 力 - こ れから の産業 -」

3 　 スケジュ ール

4 　 講師プロフ ィ ール　

　 　 JA X A 宇宙飛行士

　 　 大西  卓哉 氏

都道府県名 学　 校　 名

福岡県 福岡県立八女農業高等学校

佐賀県 佐賀県立佐賀商業高等学校

長崎県 長崎県立島原農業高等学校

熊本県
熊本県立天草工業高等学校

熊本県立菊池農業高等学校　

大分県

大分県立大分工業高等学校

大分県立情報科学高等学校

大分県立三重総合高等学校

宮崎県 宮崎県立都城農業高等学校

鹿児島県 鹿児島県立鹿屋農業高等学校

沖縄県
沖縄県立真和志高等学校

沖縄県立浦添工業高等学校

愛媛県
愛媛県立今治工業高等学校

愛媛県立宇和島水産高等学校

都道府県名 学　 校　 名

福岡県 福岡県立八女農業高等学校

佐賀県 佐賀県立佐賀商業高等学校

長崎県 長崎県立島原農業高等学校

熊本県
熊本県立天草工業高等学校

熊本県立菊池農業高等学校　
大分県 大分県立大分工業高等学校

宮崎県 宮崎県立都城農業高等学校

鹿児島県 鹿児島県立鹿屋農業高等学校

沖縄県 沖縄県立真和志高等学校

（ １ ） 高校生 （ ２ ） 教員

1 3 : 0 0  開会

1 3 : 0 0 ～ 1 3 : 4 0  JA X A 宇宙飛行士 大西卓哉氏 記念講演　

1 3 : 4 0 ～ 1 4 : 0 0  質疑応答

1 4 : 0 0  閉会

1 9 7 5 年東京都生まれ。 2 0 1 6 年、 ISS第4 8 次／第4 9 次長期滞在クルーのフラ イ

ト エンジニアとして約 1 1 3 日間滞在。 2 0 2 5 年、 Crew-1 0 の ISS第 7 2 次／第 7 3

次長期滞在クルーとして約 1 4 6 日間滞在し 、 日本人 3 人目の ISS船長に就任。 滞

在中は「 き ぼう 」 での様々な実験・ 技術実証、 通信環境整備、 広報活動を 通じ て

有人宇宙活動の発展に貢献。

　 1 4 : 0 0 ～ 1 4 : 0 5  開会・ 趣旨説明

　 1 4 : 0 5 ～ 1 4 : 1 0  グループごと に自己紹介

　 1 4 : 1 0 ～ 1 4 : 2 5  グループワーク １ 「 ワク ワク し て通いたい高校と は」

　 1 4 : 2 5 ～ 1 4 : 5 5  グループワーク ２ 「 2 0 4 0 年の未来の高校をつく ろ う 」

　 1 4 : 5 5 ～ 1 5 : 1 0  グループワーク ３ 「 グループ発表」

　 1 5 : 1 0 ～ 1 5 : 2 5  振り 返り

　 1 5 : 2 5 ～ 1 5 : 3 0  閉会
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第2 5 回全国高校生
フラワーアレンジメ ント コ ンテスト

競技・ コンテスト

日時｜10 月2 4 日（ 土）９ :３ 0 ～１５ :３ ０

会場｜SAG A アリ ーナ サブアリ ーナ

1 　 趣旨

　 専門高校等で学ぶ全国の高校生が、 フ ラ ワーデザイ ンに関する知識と 技術を 活用し 、 自ら の考え

を 表現する力や創造性・ 芸術性を互いに高め合い、 新たな未来を切り 開く 職業人と し ての資質を 育

むこ と を目的と する。

２ 　 競技内容

　 全国の専門高校等で学ぶ高校生が、 指定さ れた花材・ 花器等を用い、 限ら れた時間の中でフ ラ ワー

アレンジメ ント 作品を制作し 、 技術・ 創造性・ 芸術性を競う 。

3 　 審査員

　 　 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課産業教育振興室　 教科調査官 吉田　 幸人

　 　 公益社団法人日本フ ラ ワーデザイ ナー協会　 佐賀県支部長　 大塚　 由紀子

　 　 公益社団法人日本フ ラ ワーデザイ ナー協会　 名誉本部講師　 笠 みき

　 　 一般社団法人 JFTD 　 公式審査員　 権藤　 美和子

　 　 一般社団法人 JFTD 　 公式審査員　 福海　 全哉

4 　 デモンスト レ ーショ ン講師

　 　 公益社団法人日本フ ラ ワーデザイ ナー協会　 名誉本部講師　 副島　 正英

5 　 スケジュ ール

7 　 出場者

6 　 式次第

受付

総合開会式

選手移動

競技説明

競技準備

9 : 0 0

9 : 3 0 ～ 1 0 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 0 : 1 5

1 0 : 1 5 ～ 1 0 : 3 0

1 0 : 3 0 ～ 1 1 : 0 0

競技

審査・ 昼食・ 休憩

デモン スト レ ーショ ン

閉会式・ 表彰

個別指導

1 1 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0

1 2 : 0 0 ～ 1 3 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 0 0

1 5 : 0 0 ～ 1 5 : 3 0

1 5 : 3 0 ～ 1 7 : 0 0

開会式 閉会式

（ １ ）開式のことば

（ ２ ）担当校挨拶

（ ３ ）審査員紹介

（ ４ ）競技説明

（ ５ ）閉式のことば

　 　 　

（ １ ）開式のことば

（ ２ ）審査講評

　 　 　 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課

        産業教育振興室　 教科調査官　 吉田　 幸人

（ ３ ）成績発表

（ ４ ）表彰

（ ５ ）お礼のことば

（ ６ ）閉式のことば

No 学校名 出場者名 No 学校名 出場者名

1 　 北海道新十津川農業高等学校 浮田　 世那 36 　 和歌山県立南部高等学校 木田　 美々花

2 　 北海道更別農業高等学校 高木　 優花里 37 　 和歌山県立熊野高等学校 米谷　 彩葉

3 　 北海道岩見沢農業高等学校 田村　 夏菜 38 　 鳥取県立倉吉農業高等学校 伊藤　 華香璃

4 　 青森県立五所川原農林高等学校 菊池　 心葉 39 　 鳥取県立倉吉農業高等学校 楠本　 楓花

5 　 青森県立五所川原農林高等学校 石田　 明愛 40 　 島根県立松江農林高等学校 福田　 希美

6 　 岩手県立盛岡農業高等学校 武田　 瑠香 41 　 島根県立出雲農林高等学校 板倉　 ひより

7 　 岩手県立花巻農業高等学校 伊藤　 愛菜 42 　 岡山県立高松農業高等学校 山本　 優花

8 林　 美薫 43 　 岡山県立瀬戸南高等学校 土居　 真緒

9 冨山　 月星 44 　 広島県立世羅高等学校 岡脇　 茉愛

10 　 栃木県立宇都宮白楊高等学校 瀧澤　 佑 45 　 広島県立沼南高等学校 大石　 菜由

11 　 栃木県立矢板高等学校 金子　 彩香 46 　 山口県立田布施農工高等学校 山田　 依愛

12 　 群馬県立富岡実業高等学校 佐藤　 心海 47 　 山口県立田布施農工高等学校 梅本　 優愛

13 　 群馬県立富岡実業高等学校 笠原　 小春 48 　 香川県立石田高等学校 宮本　 愛瑠

14 　 埼玉県立いずみ高等学校 髙山　 媛可 49 　 香川県立飯山高等学校 後藤　 璃子

15 　 埼玉県立いずみ高等学校 村上　 渚咲 50 　 愛媛県立宇和高等学校 三瀬　 さ やか

16 　 東京都立園芸高等学校 橋本　 蓮慈 51 　 愛媛県立丹原高等学校 越智　 友咲菜

17 　 東京都立園芸高等学校 名鏡　 桜良 52 　 高知県立幡多農業高等学校 川﨑　 ほのか

18 　 神奈川県立中央農業高等学校 大谷　 依楓 53 　 佐賀県立高志館高等学校 武藤　 日香里

19 　 神奈川県立吉田島高等学校 宮原　 千遥 54 　 佐賀県立高志館高等学校 中村　 明日香

20 　 長野県佐久平総合技術高等学校 鈴木　 晴花 55 　 佐賀県立伊万里実業高等学校 松見　 海羽

21 　 長野県須坂創成高等学校 吉田　 心 56 　 佐賀県立唐津南高等学校 吉田　 千華

22 　 岐阜県立大垣養老高等学校 志知　 沙絢 57 　 佐賀県立唐津南高等学校 佐々木　 和泉

23 　 岐阜県立岐阜農林高等学校 砂田　 彩里 58 　 熊本県立鹿本農業高等学校 星子　 天音

24 　 静岡県立田方農業高等学校 佐々木　 ゆり 59 　 熊本県立熊本農業高等学校 松村　 ひより

25 　 静岡県立田方農業高等学校 江島　 ヒ イ ロ 60 　 大分県立大分東高等学校 工藤　 碧恵

26 　 愛知県立半田農業高等学校 島岡　 希実 61 　 大分県立久住高原農業高等学校 中畑　 勇留

27 　 愛知県立安城農林高等学校 中川　 日葵 62 堀　 凛

28 　 三重県立四日市農芸高等学校 嶋﨑　 心春 63 　 鹿児島県立鹿屋農業高等学校 西門　 舞香

29 　 三重県立久居農林高等学校 合田　 霞 64 　 沖縄県立中部農林高等学校 島袋　 琉梨

30 　 滋賀県立長浜農業高等学校 井桁　 明優 65 　 沖縄県立南部農林高等学校 比嘉　 日菜

31 　 滋賀県立湖南農業高等学校 中村　 陸人

32 　 大阪府立園芸高等学校 右川　 なつ美

33 　 大阪府立園芸高等学校 松井　 花梨

34 　 兵庫県立有馬高等学校 堀家　 すずな

35 　 兵庫県立有馬高等学校 前西　 梓月
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主祭殿 

ターゲット  

ムツゴロウ 

イカ干し 機 

天山エリア 

有田焼 

イカ

海苔 
玉ねぎ 

おにぎり  

自立型ロボット
スタート エリア

操縦型ロボット
スタート エリア

第3 4 回全国高等学校
ロボット 競技大会

競技・ コンテスト

日時｜10 月2 5 日（ 日） 9 :15 ～16 :15

会場｜SAG Aプラ ザ

1 　 趣旨

　 全国の専門高校等で学ぶ生徒が、 ロボッ ト 競技大会への参加を目指し 、 仲間と 協力し ながら 自由

な発想で工夫を凝ら し 、 創造力を発揮し てロボッ ト を製作する。 また、 その取組の過程をと おし て、

も のづく り の技術・ 技能を習得し 、 次世代を担う 技術者と し ての資質を向上さ せる。

２ 　 競技内容

• 競技時間は 3 分間。 操縦型ロボット と 、 自立型ロボット の 2 台により 競技を行う 。

• 操縦型ロボット 1 台でも 出場し 競技を行う こと ができ、 操縦型ロボット は、 マーカ ーを 保持して天

山エリ アから 出発する。

• 有田陶器市の有田焼を主祭殿に設置し たあと 、 各エリ アの佐賀特有の特産物を回収し 、 主祭殿に設

置している 有田焼の上に指定さ れた特産物を 置いたり 、 イカ 干し 機にイカ を吊るし たり する。 自立

型ロボット は、 有明沿岸道路を自走して、 海苔加工場の海苔を回収し 、 主祭殿の指定の場所に設置

する。

• 競技では、 天山エリ アから タ ーゲット 内に向けて、 操縦型ロボット に保持しているマーカ ーを投下し 、

ロボット 2 台の競技得点の合計を競う 競技内容である。

3 　 審査員

　 　 国立大学法人佐賀大学 理工学部電気電子工学部門　 教授　 杉　 　 剛直

　 　 学校法人片柳学園東京工科大学工学部 機械工学科　 講師　 上野　 祐樹

　 　 株式会社中山ホールディ ングス 開発企画部　 開発企画課　 森本　 和也

4 　 スケジュ ール

5 　 式次第

6 　 出場チーム数

10 月 2 4 日（ 土）

　 公式練習

　 開会式

1 0 : 1 5 ～ 1 3 : 1 5

1 4 : 2 0 ～ 1 5 : 0 0

10 月 2 5 日（ 日）

　 予選

　 準決勝

　 決勝

　 閉会式

9 : 1 5 ～ 1 1 : 3 9

1 3 : 1 5 ～ 1 4 : 0 7

1 4 : 4 5 ～ 1 4 : 5 8

1 5 : 3 0 ～ 1 6 : 1 5

開会式 閉会式

（ １ ） 開式のこ と ば

（ ２ ） 大会会長挨拶

　 　 第３ ４ 回全国高等学校ロ ボッ ト 競技大会

　 　 佐賀大会会長（ 佐賀県立佐賀工業高等学校長）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岩本

  
憲政

（ ３ ） 主催者挨拶

文部科学省初等中等教育局高等学校振興課

    
産業教育振興室　 教科調査官　  

佐賀県教育委員会　 副教育長　                     笹谷　 留里子

（ ４ ） 来賓祝辞

　 　

公益社団法人全国工業高等学校長協会理事長　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

東　 秀行　

（ ５ ） 歓迎のこ と ば

（ ６ ） 来賓・ 審査員紹介

（ ７ ） 優勝旗返還

　 　 　 前年度優勝　 大分県立中津東高等学校

（ ８ ） 選手宣誓

（ ９ ） 閉式のこ と ば

（ １ ） 開式のこ と ば

（ ２ ） 表彰

文部科学省初等中等教育局高等学校振興課

    産業教育振興室　 教科調査官　 　 　 　 　 　  内藤　 敬

経済産業省九州経済産業局地域経済部

製造産業課  課長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  仁田　 純一

佐賀県教育委員会　 副教育長　 　 　 　 　   笹谷　 留里子

第３ ４ 回全国高等学校ロ ボッ ト 競技大会

佐賀大会会長（ 佐賀県立佐賀工業高等学校長） 岩本 憲政

（ ３ ） 講評

　 　 国立大学法人佐賀大学 理工学部

　 　 電気電子工学部門　 教授 杉　 　 剛直

　 　（ ４ ） 次年度開催県挨拶

　 　 愛媛県立松山工業高等学校長　 　 　 　 　 　 　 　 清水　 　 浩

（ ５ ） 閉式のこ と ば

内藤　 敬

競技コ ート 図

都道府県
出場

都道府県
出場

都道府県
出場

都道府県
出場

チーム数 チーム数 チーム数 チーム数

北海道 3 神奈川県 1 兵庫県 1 佐賀県 4

青森県 3 新潟県 4 島根県 1 長崎県 2

宮城県 2 富山県 4 岡山県 3 熊本県 4

秋田県 3 石川県 2 広島県 4 大分県 5

山形県 2 福井県 3 山口県 4 宮崎県 2

福島県 5 長野県 2 徳島県 2 鹿児島県 2

2 愛知県 1 香川県 2 沖縄県 3

栃木県 3 三重県 1 愛媛県 2

合計 96チーム群馬県 1 滋賀県 1 高知県 2

埼玉県 3 京都府 2 福岡県 5
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第1 回全国高校生
ビジネスアイデアコンクール

競技・ コンテスト

日時｜10 月2５ 日（ 日）９ :０ 0 ～１３ :０ ０

会場｜ミ ズ ウェ ルビーホール 中ホール

1 　 趣旨

　 全国の職業系専門科目を 学ぶ高校生が、 学んだ知識を 活用し 、 住んでいる地域や国内、 国際社会

が抱える課題を解決するためのビジネスアイ デアを 提案するこ と を と おし て、 チャ レ ンジ精神や探

究心等の「 起業家精神」 と 情報収集力・ 分析力・ 判断力・ コ ミ ュ ニケーショ ン力等の「 起業家的資

質能力」 の育成を図る。

２ 　 競技内容

　 全国の職業系専門科目を 学ぶ高校生が、 地域や社会の課題解決につながるビジネスアイ デアを 提

案する。 書類審査を 通過し た 8 チームが本選に出場し 、 プレ ゼンテーショ ンと 質疑応答を 通し て、

アイ デアの独創性や実現可能性、 事業性を競う 。

3 　 審査員

　 　 国立大学法人佐賀大学経済学部 学部長　 羽石　 寛志

　 　 一般社団法人 InnoD ro p s　 　 代表理事　 小山　 直子

　 　 キャ ンプ女子株式会社　 共同代表　 橋本　 華恋

　 　 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課 産業教育振興室　 教科調査官　 岩館　 良伸

　 　 全国商業高等学校長協会　 調査・ 広報部担当常任理事　 岡野　 敏昌

4 　 スケジュ ール

6 　 出場者

5 　 式次第

受付

開会式

発表（ 前半）

休憩

発表（ 後半）

8 : 3 0

9 : 0 0 ～ 9 : 2 0

9 : 2 0 ～ 1 0 : 1 5

1 0 : 1 5 ～ 1 0 : 2 5

1 0 : 2 5 ～ 1 1 : 1 5

審査・ 交流会

閉会式・ 表彰

1 1 : 1 5 ～ 1 2 : 1 5

1 2 : 2 0 ～ 1 3 : 0 0

開会式 閉会式

（ １ ） オープニン グ映像

（ ２ ） 開式のこ と ば　

（ ３ ） 担当校挨拶

　 　 　 佐賀県立鳥栖商業高等学校　

　 　 　 　 　 校　 長　 　 城ヶ 﨑　 郁剛

（ ４ ） 審査員紹介

（ ５ ） 出場校紹介

（ ６ ） 閉式のこ と ば

（ １ ） 開式のこ と ば

（ ２ ） 成績発表

　 　 　 国立大学法人佐賀大学経済学部

　 　 　 　 学部長（ 審査委員長） 　 羽石　 寛志

（ ３ ） 表彰

　 　 　 文部科学大臣賞

　 　 　 （ 公財） 産業教育振興中央会会長賞

　 　 　 全国商業高等学校協会賞

（ ４ ） 審査講評

　 　 　 国立大学法人佐賀大学経済学部

　 　 　 　 学部長（ 審査委員長） 　 羽石　 寛志

（ ５ ） 閉式のこ と ば

番号 学校名 チーム名 タ イ ト ル

1 栃木県立栃木商業高等学校 I'm flower.
終わらない花の物語　 ～あし かがフラワーパークから

生まれる循環型ビジネス～

2 佐賀県立佐賀商業高等学校 佐賀商業 P
レイ ズ アカ デミ ー

（ RAISE ACADEMY）

3 福島県立若松商業高等学校 若松商業高校 鶴ヶ 城内ミ ステリ ー！！

4 高知県立山田高等学校 山田高校 地域みら い部
フ ラ フ ラ ワー

　 ～廃棄フ ラ フ と レモンがつなぐ 地域の未来～

休　 　 　 　 　 　 　 憩

5 長野県塩尻志学館高等学校 チームあみ 目指せ国宝「 縄文の土器んちゃ ん！」

6 岡山県立真庭高等学校 Team Maniwa
挑戦！産業廃棄物で新たなソ ーシャルビジネス

　 ～地域資源循環でみんなをハッ ピーに～

7 佐賀県立伊万里実業高等学校 伊万里実業 A モチベーショ ンUPの勉強アプリ

8 熊本県立熊本商業高等学校 う またび！班 阿蘇の魅力再発見！う またび in ASO
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1 　 趣旨

　 全国の高校生がこ れまでに学習し た知識と 技術をいかし 、「 おも てなし ラ ンチ」 を創作する機会を

設ける。 佐賀大会では、 日本を 代表する最高級ブラ ンド の佐賀県産「 海苔」 と 参加者の郷土の特産

物をいかし たラ ンチを創作する。 こ のコ ンテスト を通し て、 食文化の継承と 新たな食の発展へ向け、

食に対する関心を 高めると と も に、 創造性を養い、 調理技術の向上及び健全な食生活を 実践する力

を育むこ と を目的と する。

２ 　 競技内容

テーマ「 おも てなし ラ ンチ ～新し い時代につなぐ 食のバト ン～ 」
・コ ンテスト の趣旨やテーマ「 おもてなしランチ ～新し い時代につなぐ 食のバト ン～」 に則すること

・ 規定材料として、 佐賀県産「 海苔」 及び参加者の地域の「 郷土の特産物」 を１ 品以上使用すること

・ 材料費は１ 食分8 0 0 円以内であること（ 佐賀県産「 海苔（ 焼き 海苔）」 は提供するため、 材料代から 除く ）

・ 5 0 分以内に３ 食分の調理・ 盛り 付けができること

3 　 審査員

　 　 審査員長

　 　 佐賀県栄養士会（ 西九州大学健康栄養学部）　 会長（ 学部長） 福山　 隆志

　 　 審査員

　 　 文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科調査官

　 　 高等学校振興課 産業教育振興室 教科調査官 田邉　 暁子

　 　 全国高等学校長協会家庭部会　 事務局長 加藤　 路子

　 　 佐賀牛レ スト ラ ン「 季楽」 本店　 総料理長 田中　 洋一郎

4 　 スケジュ ール

5 　 式次第

6 　 出場者

10 月 2 4 日（ 土）

受付

選手打合せ

選手確認作業・ 準備

1 3 : 0 0 ～ 1 3 : 2 0

1 3 : 2 0 ～ 1 4 : 0 0

1 4 : 0 0 ～ 1 5 : 0 0

10 月 2 5 日（ 日）

受付・ 選手準備

開会式

競技準備

競技

移動・ 配膳

プレ ゼン

移動・ 昼食・ 審査

閉会式

写真撮影

9 :2 0 ～ 1 0 : 2 0

1 0 : 2 0 ～ 1 0 : 4 0

1 0 : 4 0 ～ 1 1 : 0 0

1 1 : 0 0 ～ 1 1 : 5 0

1 1 : 5 0 ～ 1 2 : 2 0

1 2 : 2 0 ～ 1 2 : 3 5

1 2 : 3 5 ～ 1 4 : 0 0

1 4 : 0 0 ～ 1 4 : 2 0

1 4 : 2 5 ～ 1 4 : 3 0

全国高校生
クッ キングコンテスト

競技・ コンテスト

日時｜10 月2 5 日（ 日）10： 2 0 ～14 :２ 0

会場｜佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校 さ つきホール

開会式 閉会式

（ １ ） 開式のこ と ば

（ ２ ） 主催者挨拶

　 　 佐賀県立牛津高等学校　 校長　 　 　  戸上　 信幸　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　
　 　 文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科調査官

　 　 高等学校振興課 産業教育振興室 教科調査官

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 田邉　 暁子

（ ３ ） 来賓・ 審査員紹介

（ ４ ） コ ンテスト 概要説明

（ ５ ） 出場校・ 選手紹介

（ ６ ） 閉式のこ と ば

（ １ ） 開式のこ と ば

（ ２ ） 講評・ 結果発表

　 　 　 佐賀県栄養士会会長　 　 　 　 福山　 隆志 

（ ３ ） 表彰
　    金　 賞　

        
文部科学大臣賞

　    

銀　 賞

        

公益財団法人産業教育振興中央会会長賞

　    

銅　 賞

        

全国高等学校長協会家庭部会理事長賞

　

   
特別賞

            

第３ ６ 回全国産業教育フェ ア佐賀大会実行委員会会長賞

（ ４ ） 閉式のこ と ば

No 学校名 学年 生徒名 作品名

1 　 青森県立百石高等学校 3 今井　 瑛獅 おいでやんせ　 青森四季彩御膳

～海外につなぐ 日本の香り ～栗田　 悠佑

2 　 長野県立屋代南高等学校 3 荒井　 結
実り のおごっ そラ ン チ

田玉　 夕姫乃

3 　 長野県立屋代南高等学校 2 廣田　 理央
ふるさ と の恵みラ ン チ

石井　 美空

4 　 岡山県立津山東高等学校 2 鈴木　 心優
秋香る　 和みの女子会御膳

柿原　 柚希

5 　 香川県立観音寺総合高等学校 3 重松　 沙奈 佐賀海苔香る　

讃岐丸ごと 口福　 中華ラ ン チ松本　 芹花

6 　 佐賀県立牛津高等学校 3 古賀　 莉緒菜 よう こ そ佐賀・ 有明海へ

～牛津丸に技術と つなぐ 思いを のせて～蘭　 く るみ
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開会式 閉会式

（ １ ）開式のこ と ば　

主管校長挨拶　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 佐賀県立神埼清明高等学校長　 　 中西　 美香

全国福祉高等学校長会理事長挨拶　 　

理事長　 髙橋　 秀親　 　 　

文部科学省挨拶　 　
　 　 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課
　 　 産業教育振興室教科調査官　 　 辻本　 智加子

審査員紹介　 　 　 　 　 　 　

優勝旗・ 特別賞カ ッ プ返還　

選手紹介

閉式のこ と ば

（ １ ） 開式のこ と ば

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

成績発表　 　 　

表彰

《 最優秀賞》

　 　 文部科学大臣賞

《 優 秀 賞》

    公益財団法人産業教育振興中央会長賞

　 　 全国福祉高等学校長会理事長賞

《 奨 励 賞》

     第3 6 回全国産業教育フ ェ ア佐賀大会実行委員会会長賞

《 特 別 賞》

    厚生労働大臣賞（ エビデンス賞）

　 　 日本介護福祉士会会長賞

講評　 日本介護福祉士会　 会長　 今村　 文典　

（ ５ ） 来賓挨拶　 厚生労働省社会・ 援護局

（ ６ ）

 
　 　 　 　 　 　 　 　 　  福祉基盤課福祉人材確保対策室　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 室長　 麻那古　 直大

閉式のこ と ば

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

（ ６ ）

（ ７ ）

（ ８ ）

1 　 趣旨

　 高等学校で福祉を学ぶ生徒が、 介護技術力と コ ミ ュ ニケーショ ン技術力を、 根拠を示し ながら 実

践し 、 他者に寄り 添う 福祉を 創造する力と 学び続ける 資質を 育み、 お互いの学びの共有を 通し て、

相互交流を深め、 社会に福祉の重要性及び内面的な価値を示すこ と を目的と する。

２ 　 競技内容

(1 ) 競技内容 課題に対する介護技術及びエビデンスを競う 。

(2 ) 競技時間 介護技術７ 分 エビデンス２ 分

3 　 審査員

　 　 学校法人永原学園西九州大学 教授 安德　 弥生

　 　 佐賀県在宅生活サポート センタ ー 副所長 中西　 美枝子

　 　 学校法人大牟田学園大牟田高等学校 講師 日髙　 航成

　 　 学校法人東奥学園東奥学園高等学校 教諭 真田　 龍一

　 　 熊本県立芦北高等学校 教諭 松尾　 恵

　 　 岡山県立倉敷中央高等学校 指導教諭 福田　 庸介

　 　 兵庫県立日高高等学校 主幹教諭 髙附　 永吉

　 　 沖縄県立真和志高等学校 教諭 志田　 竜馬

4 　 スケジュ ール

5 　 式次第

6 　 出場者

10 月 2 4 日（ 土）

受付

開会式

事前説明・ 会場見学

1 3 : 0 0

1 4 : 0 0 ～ 1 4 : 4 5

1 4 : 4 5 ～ 1 6 : 0 0

10 月 2 5 日（ 日）

受付・ 選手準備

開会・ 来賓紹介

競技（ １ ５ 分毎）

審査会

閉会式・ 表彰

8 : 3 0 　 　 　 　

9 : 1 5 ～ 9 : 3 0

9 : 3 0 ～ 1 2 : 5 0

競技 1 番　 　 　 9 : 3 0 ～ 9 : 4 5

競技 2 番　 　 　 9 : 4 5 ～ 1 0 : 0 0

競技 3 番　 　 　 1 0 : 0 0 ～ 1 0 : 1 5

競技 4 番　 　 　 1 0 : 1 5 ～ 1 0 : 3 0

競技 5 番　 　 　 1 0 : 4 0 ～ 1 0 : 5 5

競技６ 番　 　 　 1 0 : 5 5 ～ 1 1 : 1 0

競技７ 番　 　 　 1 1 : 1 0 ～ 1 1 : 2 5

競技８ 番　 　 　 1 1 : 2 5 ～ 1 1 : 4 0

競技 9 番　 　 　 1 1 : 5 0 ～ 1 2 : 0 5

競技1 0 番　 　 　 1 2 : 0 5 ～ 1 2 : 2 0

競技1 1 番　 　 　 1 2 : 2 0 ～ 1 2 : 3 5

競技1 2 番　 　 　 1 2 : 3 5 ～ 1 2 : 5 0

第13 回全国高校生
介護技術コンテスト

競技・ コンテスト

日時｜10 月2５ 日（ 日）９ :15 ～１５ :３ ０

会場｜SAG A アリ ーナ サブアリ ーナ

1 2 : 5 0 ～ 1 4 : 2 0

1 5 : 0 0 ～ 1 5 : 3 0

No. ブロッ ク 学校名 生徒

1 北海道 　 北海道置戸高等学校 岩森　 唯杏 伊藤　 芽生 濱　 　 有悟

2 東北 　 宮城県登米総合産業高等学校 内間　 珠良 遠藤　 莉々 千葉　 理央

3 関東 　 東京都立赤羽北桜高等学校 新井　 実波 小池　 日菜 宮﨑　 永佳

4 北信越 　 学校法人松本昭和学園エク セラ ン高等学校 堀　 さ く ら 栁島　 冴映 熊谷　 明花

5 東海 　 岐阜県立大垣桜高等学校 大堀　 心奏 東　 　 結菜 水野　 由菜

6 近畿 　 兵庫県立龍野北高等学校 内海　 莉夕 髙島　 裕菜 佐々木　 美空

7 中国 　 学校法人櫨蔭学園聖光高等学校 池田　 陽斗 福島　 美羽 森　 　 心優

8 四国 　 香川県立高松南高等学校 稲田　 結花 柴田　 　 凛 上谷　 織衣

9 九州 　 学校法人松浦学園城北高等学校 德丸　 こ こ ろ 森下　 愛心 北川　 桜子

10 九州 　 佐賀県立神埼清明高等学校 髙尾　 有希 原口　 紗和 内田　 香里奈

11 開催県 　 佐賀県立嬉野高等学校 古賀　 美鈴 秋山　 　 雅 石橋　 滉将

12
前回最優秀賞

校地区
　 大阪府立淀商業高等学校 笠原　 絵美 鈴木　 寧々花 山口　 あかね
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1 　 趣旨

　 全国の高校生が、 実践的なデジタ ルスキルと イ ノ ベーショ ンマイ ンド を 身につけるために主体的に

学び、 挑戦する機会を 提供し 、 将来デジタ ル社会の中核を担う 人材と し ての可能性を 自ら 発見し 、 育

成するこ と を目的と する。

２ 　 競技内容

A ) 育てる!!方言Ａ Ｉ コ ンテスト
【 概要】 AI開発者が使用するプログラ ミ ング実験ノ ート「 Jupyter N o tebook ※1 」 を用いて、 自然言語

処理(N LP)AIモデルによ る方言変換AIを 開発およ び評価する。 その開発し たAIの活用アイ デア

をプレゼンする。 　
※1 Pro ject Jup yterが開発・ 提供するブラ ウザ上でコ ード と その実行結果などを一つにまと めて扱えるデータ 分析・ 学習用のツール

B)  サーキッ ト デザイ ンコ ンテスト

競技①CIRCU IT D ESIG N ER※2 でタ イ ムアタ ッ ク ！～イ ンバータ ー回路編～

競技② イ ンバータ ー回路※3 設計コ ンテスト ～スピード 編～

【 概要】 ① CIRCU IT D ESIG N ERを使用し て、 メ タ バース上で半導体製造工程の速さ を競う 。

② SX-M eisterを使用し て、 半導体回路設計の速さ と 正確さ を競う 。
※2 有明海沿岸地域発、 メ タ バース内で半導体・ 集積回路の設計・ 製造の過程をシュ ーティ ングゲーム形式で学ぶツールのこ と

※3 入力さ れた信号を反対の状態に変換する最も 基本的な論理回路であり 、 コ ンピュ ータ や電子機器のデジタ ル回路を構成する重要な要素のこ と

3 　 審査員

　 　 国立大学法人佐賀大学 教育研究院自然科学域理工学系　 教授　 皆本　 晃弥

　 　 独立行政法人国立高等専門学校機構 有明工業高等専門学校 創造工学科　 教授　 石川　 洋平

　 　 学校法人立正大学学園 立正大学 データ サイ エンス学部　 教授　 渡辺　 美智子

　 　 株式会社ジーダッ ト 　 代表取締役　 松尾　 和利

　 　 アベニール・ ジャ パン株式会社　 代表取締役　 鏑木　 優子

4 　 スケジュ ール

5 　 競技スケジュ ール詳細

対面参加と オンラ イ ン参加のハイ ブリ ッ ド 形式で実施。

１ ． サーキッ ト デザイ ン コ ンテスト

　 ① CIRCU IT D ESIG N ER でタ イ ムアタ ッ ク ！ ～イ ンバータ ー回路編～　

　

　 ② イ ンバータ ー回路設計コ ンテスト 　 ～スピード 編～　 　 　 　 　 　

２ ． 育てる!!方言Ａ Ｉ コ ンテスト

　（ 一次審査を 通過し た6 チームが、 大会当日のお題をも と に最終準備を行い、

　 7分間のプレ ゼンテーショ ンと 審査員と の質疑応答を実施）

6 　 出場者

日時｜10 月2５ 日（ 日）９ :３ 0 ～12： 3 0

会場｜SAG A アリ ーナ メ インアリ ーナ全国高校生D I選手権大会

競技・ コンテスト

10 月 2 5 日（ 日）

開会

競技

審査集計

表彰式・ 閉会

9 : 3 0 ～ 9 : 4 0

9 : 4 0 ～ 1 1 : 4 0

1 1 : 4 0 ～ 1 2 : 0 0

1 2 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

（ 9 : 4 0 ～ 9 : 5 0 ）

（ 9 : 5 0 ～ 1 0 : 3 0 ）

（ 1 0 : 3 0 ～ 1 1 : 4 0 ）

A) 育てる !!方言AIコ ンテスト

都道府県 学校名 チーム名 使用方言 学年 名前

Ｉ Ｔ 未来高等学校
Ｉ Ｔ 未来． チームＡ

沖縄弁

（ ウチナーヤマト グチ）

2
2
2

肥高　 一護

浅沼　 比呂

渡部　 翔貴

Ｉ Ｔ 未来高等学校
リ ュウキュウノ ツカ イ

沖縄弁

（ ウチナーグチ）

1
1

上保　 悠都

木村　 裕人

鹿児島県 鹿児島情報高等学校 人工芝 鹿児島弁
3
3
3

下大迫　 龍空

中間　 一希

庭田　 かり ん

鹿児島県 鹿児島情報高等学校 最後はAIが勝つ 鹿児島弁
2
2

髙橋　 明人

平内　 裕麻

佐賀県
佐賀県立

唐津南高等学校

唐津南高校

食品流通科

チームValley
佐賀弁

2
2
2
2

毛利　 祐月

峰　 藍理

北島　 羽美

松永　 寧々

佐賀県 佐賀清和高等学校
チームSEIRENKATA 

致遠館Lab
佐賀弁 2
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１ 　 開会のこ と ば　

全国産業教育振興会連絡協議会常務理事 岩井　 　 宏

（ 公益財団法人産業教育振興中央会専務理事）

２ 　 国歌斉唱

3 　 挨　 　 拶

全国産業教育振興会連絡協議会副会長 杉江　 和男

（ 公益財団法人産業教育振興中央会理事長）

佐賀県産業教育振興会会長 山田　 裕久

（ 佐賀県商工会議所連合会会長）

4 　 来賓挨拶

文部科学省大臣官房学習基盤審議官 常盤木 祐一

佐賀県教育委員会教育長 甲斐　 直美

（ 佐賀県産業教育振興会副会長）

5 　 来賓及び出席者紹介

6 　 講　 　 演

演　 題：「 佐賀をお豆腐の聖地へ

　 　 　 　 　 　 ～地方から 世界に通用する食文化を作るこ と をビジョ ンに掲げる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 佐嘉平川屋の挑戦～」
講　 師： 平川　 大計（ 株式会社佐嘉平川屋代表取締役）

7 　 大会決議文協議・ 採択

全国産業教育振興会連絡協議会理事長 小林　 治彦

（ 東京都産業教育振興会会長）

佐賀県産業教育振興会常任理事 西岡　 政治

（ 決議文起草委員長・ 佐賀県立高志館高等学校長）

8 　 次期開催県挨拶

愛媛県産業教育振興会会長 尾﨑　 英雄

（ 株式会社フ ジ 相談役）

9 　 閉会のこ と ば

佐賀県産業教育振興会副会長 福岡　 　 桂

（ 佐賀県中小企業団体中央会会長）

日時｜10 月2４ 日（ 土）１５ :３ 0 ～1７： 0 0

会場｜ホテルグランデはがく れ ハーモニーホール第6 8 回全国産業教育振興大会

会議



3 8

第 3 6 回全国産業教育フェ ア佐賀大会

3 7

協 賛 広 告
第3 6 回全国産業教育フ ェ ア 佐賀大会への御協賛、

御賛同い た だ い た 皆様に 深く 感謝申し 上げま す。
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テーマやアイデアが出てこない

提案が浅い気がする

どう進めればいいかわからない

V e nt urchな ら

課題発見や解決を

プロの型で

プロジェ ク ト に

A Iが伴走

プ ロ が課題解決で 使用

する フ レ ームワーク の

活用方法を 学べる

プ ロ ジェ ク ト の進め方

や困っ た と き にはA Iへ
相談が可能

仮想世界で事前検証

(β開発中)

実際に世に出す前に仮想の

世界で ア イ デア を 検証

フィ ード バッ ク を 反映

プロの型が探究に役立つの？

探究学習・ PBLのための、 課題解決探究学習・ PBLのための、 課題解決

フ レームワーク  ×  AIエージェ ントフ レームワーク × A Iエージェ ント

探究学習・ PBLのための、 課題解決

  

プ ロ が課題解決に使う “思考の型” をプ ロ が課題解決に使う “思考の型”を

生徒が使い、 “考え抜いた提案” へ。生徒が使い、 “考え抜いた提案”へ。

プ ロ が課題解決に使う “思考の型” を

生徒が使い、 “考え抜いた提案” へ。

Ve n tu rchVe n tu rch

生徒たちから のこ んな相談、 自信をも って指導でき ますか？

はい。 探究の「 課題の設定→情報の収集→整理・ 分析

→まと め・ 表現」 は、 プロが課題を解決すると きに踏

む手順と ほぼ同じ です。

例えば、 ヒ アリ ング結果を分析する「 KJ法」 は、 探究

の「 整理・ 分析」 にそのまま使えます。 Venturchはこ

う し た型を段階ごと に用意し 、 AIが最後の提案・ 発表

まで生徒に伴走し ます。

ブースで体験でき ます

運営： 株式会社Gen CXO Stud io
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IN PIT 知財人材部
〒105-6008

東京都港区虎ノ門四丁目3番1号（城山トラストタワー8階）
03-5512-1202 ip -jz08@ inp it.g o .jp

探究・課題研究をスケールアップ︕

INPIT-KYUSHU
九州・沖縄地域における知財
活用の新たな拠点として、企業
や大学等の活動を支援します。

令和8年10月開所

知財力開発校支援事業

令和8年11月16日

応募締切

教材・講師/専門家の紹介

アドバイザーによる助言50 万円以内で
支援します

年間最大

参加校間の情報交換・交流会

高校・高専での知財学習の取組を支援します。
パテントコンテスト
＆デザインパテントコンテスト
生徒・学生による発明・デザイン
（意匠）を募集・表彰するコン
テストです。優秀賞作品は、弁
理士のサポートを受けながら特
許・意匠出願に挑戦できます。

特設サイトで
詳細をチェック︕

知財に関する様々な学習教
材の動画コンテンツを公開して
いるeラーニングサービスです。
初めて知財を学ぶ方や生徒向
けのコンテンツも充実しています。

無 料 動 画 教 材

IPePlatサイトで
詳細をチェック︕

公募の詳細は特設サイトをチェック︕＞＞＞＞

01 活動経費の支援 02 知財学習の取組支援

★★★さんフェアSAGA・ブース出展中︕★★★

INPITのブースにお越しください︕

（月）

ホームページはこちら

mailto:ip-jz08@inpit.go.jp
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本社

福岡支社長崎支社

NAGAIKE

お か げ さ ま で 創 業 １ ５ ２ 年
和 洋 紙 ・ 文 具 ・ オ フ ィ ス 家 具 ・ 総 合 卸 商

東京営業支社

代表取締役 永池 明裕

●本社 〒849-0916

佐賀市高木瀬町大字東高木262-1

電話 0952(31)1151 FAX 0952(31)1160

●長崎支社 〒851-0134

長崎県長崎市田中町1235番2長崎卸センタ ー内

●福岡支社 〒816-0904

福岡県大野城市大池2丁目24-6

●東京営業支社 〒180-0013

東京都三鷹市下連雀6-1-33 三鷹ビ ル4階A

●大阪営業所 〒577-0012

大阪府東大阪市長田東2丁目1-33

長田平成ビル405号室

URL : https:/ / www.nagaike.net

https://www.nagaike.net
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 明治35年 私たち は佐賀県の小城市にある 、 町の小さ なラ ムネ屋から 始まり まし た。

創業以来、「 飲み物業界に多様性を 提供する 」 と いう ミ ッ ショ ン を 掲げ、

飲み物の世界の「 あっ たら いいな」 を カ タ チにし ている 会社です。

ホームページや
SNSは

こ ちら から ！

株 式 会 社  友 桝 飲 料
〒845-0003
佐賀県小城市小城町岩蔵2575-3
TEL:0952-72-5588

会社紹介動画は
こ ちら から ！

大会の成功と 皆様のご健闘を大会の成功と 皆様のご健闘を応援し ています！応援し ています！大会の成功と 皆様のご健闘を
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スクールウェ ア、ユニフォーム・ スポーツカ ジュ アルの総合商社 （ ユニフォーム事業部・ スポーツ 事業部）

〒849-0933佐賀県佐賀市卸本町7-12　 FAX .0952-31-8684　 平日9： 00～18： 00（ 土日祝定休）

Te l . 0 9 5 2 -3 1 -5 1 1 1
https://www.hizenm ate.jp ヒ ゼンメ イ ト 検索

各種作業着

WORK WEAR
オリ ジ ナル

ORIGINAL
取扱ブランド 品

BRAND PRODUCTS

スクールウェ ア

SCHOOL WEAR

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

より確かなチームワークで。 ずっと 支える 、地域の未来を 。 
●生生ココ ンンクク リリ ーートト  

●セセメメ ンントト 各各種種・・ 地地盤盤改改良良材材 

●建建設設資資材材関関連連 

( パイ ル・ 高欄・ 景観資材)  

●建建築築資資材材関関連連 

( 屋根・ 床・ 外壁資材)  

●土土木木資資材材関関連連 

( 上下水・ 農水用資材・  

鋼材・ 暗渠資材・ その他)  

●酒酒類類販販売売 

福 岡  桂 代表取締役 

本   社  佐賀市水ヶ 江一丁目 2 番 33 号 
武雄営業所 武雄市武雄町大字武雄 4949 
福岡営業所  福岡市早良区早良 2 丁目 1 番 1 号 
唐津営業所  唐津市中瀬通 10 番 3 号 
酒類販売所  神埼市神埼町姉川 1878 番 

TEL 0952-24-0111 FAX 0952-29-4301 
TEL 0954-23-3181 FAX 0954-23-3183 
TEL 092-872-4881 FAX 092-872-4882 
TEL 0955-73-0307 FAX 0955-74-2105 
TEL 0952-37-0620 FAX 0952-37-0621 

https://www.hizenmate.jp
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佐賀県稲作経営者会議
佐賀県稲作経営者会議（ 会長： 光吉浩之）は、

米、麦、大豆等の土地利用型農業に取り 組む大規模稲作

経営者の組織です。

自らの農業経営の安定と 発展を図るとともに、佐賀の稲作農業の発展に

貢献できるよう 研修会等を通して会員相互の研さんに取り 組んでいます。

(1)設立年： 昭和５５ 年７ 月

(2)会員数： 正会員３６ 名・ 賛助会員６ 社（ 令和８ 年４ 月現在）

(3)年会費： 正会員２０ ,０００ 円、賛助会員３０ ,０００ 円

(4)主な研修等

　・ 国・ 県関係機関、大学教授等を講師に招き研修会を開催 （ 年３ 回程度）

　・ 先進経営体等への現地視察を開催 （ 年１ 回）

　・ 九州ブロック稲作経営者組織会員研修・ 交流会を開催（ 年１ 回）

　・ 全国稲作経営者会議が主催する「 全国稲作経営者現地研究会」､｢若い稲作経営者研究会｣等への参加

〒849-0314 小城市芦刈町三王崎1522 芦刈保健福祉センタ－「 ひまわり 内」

事務局： 一般社団法人佐賀県農業会議 TEL:0952-20-1810、FAX:0952-20-1818

〒840-2212
佐賀県佐賀市川副町犬井道1875番地5
TEL：0952-34-9710
FAX：0952-34-9708
e-mail：saga-marre711@ace.ocn.ne.jp

ご提案の段階から導入後の
アフターサポートまで、お客様に寄り添い、

一貫したサービスをご提供いたします。

株株式式会会社社ママーーレレ

理化学機器・医療用教育ｼﾐｭﾚｰﾀ・産業機器・測定機器・

機械工具・伝動装置販売

ＡＩ時代の経営人材育成

THINKBASE ACADEMY

代表 坂 口 憲 一
(中小企業診断士、 農業経営アド バイ ザー)

HPはこちら

高校生・ 教師・ 地域の皆様
と と も に、 活気ある大会を
応援し ます！！

ささんんフフェェアア  SSAAGGAA  22002266

mailto:saga-marre711@ace.ocn.ne.jp
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KACアカ デミ ー オープンキャ ンパス開催中‼

少人数制で国家試験合格までを徹底サポート 。

農業の味方
全国農業新聞・
全国農業図書

全国農業図書では、農地、農政に関する

書籍をはじ め、青色申告や税制、労務管理など

農業経営に関する書籍を多数取り揃えています！

TEL:0952-20-1810 FAX:0952-20-1818 〒849-0314  佐賀県小城市芦刈町三王崎１５２２  芦刈保健福祉センタ－「 ひまわり」内

新聞購読お申込み・ 図書注文は・・・

一般社団法人佐賀県農業会議

月４ 回
金曜発行

本紙・ 月900円

電子版・ 月700円
※本紙購読で電子版

も 購読できます

    農業者の公的代表機

関である農業委員会系統

組織が発行する「 全国農

業新聞」は農業情勢を 始

め、経営とく らし に役立つ

情報や地域情報等を 掲

載しています！

高 等 教 育 の 修 学 支 援 新 制 度 対 象校

令和９年度

入学願書受付中！

フ リ ープラ ンの

随時開催中！体験セミ ナー＆学校説明会

キミ の”好き ”が最強の
キミ の”好き ”が最強の

”スキル”になる ！
”スキル”になる ！
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シーケンス制御作業受検
対策ユニット「 BSK-5 00 TRⅡ」
・ PLCを触ったことが無い方向けです。
・ 国家技能検定試験と同等の仕様です。
・ 工業高校およびポリテクへの導入実績が多いです。
・ PLCの制御に関する知識を一通り身に付けることが可能です。
・ 学習したいレベルに応じて上位の製品を多数ご用意しております。
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〒847-0023 佐賀県唐津市半田 2585-1 

TEL： 0955-77-1265  FAX： 0955-77-3690

優
し
い
野
菜
で
、
笑
顔
を
咲
か
せ
る

林酸素株式会社
代表取締役 林 隆好

人にやさしいエネルギーの供給
高圧ガス・溶接材料・機械・工具・配管工事

〒849-0919 佐賀市兵庫北七丁目３番６２号
TEL 0952（24）3235 FAX 0952（23）6170

E-mail:saga@hayashisanso.co.jp

mailto:saga@hayashisanso.co.jp
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E-mail:saga@hayashisanso.co.jp

協賛団体一覧

第3 6 回全国産業教育フ ェ ア 佐賀 大会への御協賛いた だ き まし た 皆様

（ 敬称略　 アルフ ァ ベッ ト・ 五十音順）

5 Co mp any 株式会社

株式会社Ａ コ ープ九州

株式会社 G en CXO Stud io

PASSO 　 O TAKA

株式会社Ｓ Ｕ ＭＣ Ｏ

TAC株式会社

TH IN KBASE ACAD EM Y

W o rld Skills.jp

アシアル株式会社

株式会社　 麻生園芸

学校法人 麻生塾

有田焼卸団地協同組合

有限会社岩石農産

小城羊羹協同組合

株式会社学映システム

学校法人片柳学園

唐津土建工業株式会社

学校法人コ ア学園唐津ビジネスカ レッ ジ

学校法人九州アカ デミ ー学園　 九州医療専門学校

学校法人中村産業学園　 九州産業大学

株式会社グリ ーン産業

学校法人久留米工業学園　 久留米工業大学

久留米大学

独立行政法人工業所有権情報・ 研修館

公立学校共済組合佐賀宿泊所　 グラ ンデはがく れ

独立行政法人高齢・ 障害・ 求職者雇用支援機構

株式会社ゴール　 九州工場

五光建設株式会社

株式会社佐賀教弘

株式会社佐賀銀行

佐賀県稲作経営者会議

一般社団法人佐賀県銀行協会

佐賀県高等学校 PTA連合会

佐賀県高等学校教職員組合

佐賀県高等学校長協会

佐賀県食糧株式会社

一般社団法人佐賀県農業会議

佐賀県農業協同組合中央会

佐賀県農業法人協会

佐賀コ ンピュ ータ 専門学校

佐賀城北自動車学校

佐賀整肢学園・ かんざき 清流苑

佐賀整肢学園こ ども 発達医療センタ ー

佐賀ト ヨ タ 自動車株式会社

佐銀デジタ ルパート ナーズ株式会社

株式会社佐賀 LIX IL製作所

株式会社佐電工

三井物産サプラ イ チェ ーン・ ソ リ ュ ーショ ンズ株式会社

株式会社　 ジーダッ ト

自衛隊佐賀地方協力本部

シゲマツ不動産有限会社

シャ ープマーケティ ングジャ パン株式会社

シンエイ メ タ ルテッ ク 株式会社

株式会社杉孝

大電株式会社

タ イ ムカ プセル株式会社

株式会社大洋建設

大和製罐株式会社九州工場

学校法人旭学園　 武雄アジア大学

学校法人巨樹の会　 武雄看護リ ハビリ テーショ ン学校

竹下製菓株式会社

株式会社谷田建設

テク ノ データ サイ エンス株式会社

東亜工機株式会社

専門学校 東京 CPA会計学院 熊本校

東武ト ッ プツアーズ株式会社　 佐賀支店

株式会社戸上電機製作所

株式会社友桝飲料

株式会社ト ラ イ アルベネフ ィ ッ ト

株式会社酉島製作所

株式会社永池

株式会社中野建設

株式会社中山ホールディ ングス

有限会社七島農産

株式会社　 名村造船所

学校法人 永原学園 西九州大学

学校法人都築育英学園 日本経済大学

株式会社日本政策金融公庫

株式会社ノ ガタ

有限会社野田ハイ ツ

株式会社バイ オテッ ク 富士

株式会社バイ ナス

株式会社 はかた本舗

林酸素株式会社

公益財団法人原田記念財団

株式会社ヒ ゼンメ イ ト

ヒ ュ ーベスト ホールディ ング株式会社

株式会社福岡商店

株式会社フ レ ッ ク ス唐津

株式会社ベネッ セスタ イ ルケア

ホンダカ ーズ佐賀株式会社

株式会社マーレ

松尾建設株式会社

株式会社ミ ゾタ

三井情報株式会社

株式会社峰組

宮島醤油株式会社

武藤工業株式会社

宗政酒造株式会社

メ ガソ フ ト 株式会社

山口産業株式会社

株式会社リ コ ピーサービス

レ ンゴー株式会社 鳥栖工場

株式会社ワイ ビーエム

ワタ キュ ーセイ モア株式会社

mailto:saga@hayashisanso.co.jp
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つなげよう  産業のバト ン！佐賀から 維新をふたたび！

第３ ６ 回全国産業教育フェ ア佐賀大会


